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平成 26 年度～平成 30 年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究成果報告書概要 
 

１ 学校法人名       日本大学           ２ 大学名      日本大学        

 

３ 研究組織名   日本大学 動物医科学研究センター             

 

４ プロジェクト所在地   神奈川県藤沢市亀井野１８６６            

 

５ 研究プロジェクト名   グローバル化社会における動物由来感染症制御のための国際共同 

                 研究と若手研究者育成                             

 

６ 研究観点    研究拠点を形成する研究                                 

 

７ 研究代表者 
研究代表者名 所属部局名 職名 

丸山 総一 
日本大学大学院 

獣医学研究科 
教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  ４７ 名（2019 年 3 月 31 日） 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 
研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

丸山 総一 

日本大学大学院 

獣医学研究科・ 

教授 

各種動物由来感染症の疫学

と診断法の開発 

研究総括と動物由来感

染症の疫学情報の集積

及び診断法の確立 

泉對 博 〃 

動物のウイルス性疾病の病

態解明と診断法および予防

法の開発 

動物のウイルス性疾病

の疫学調査および診断・

予防法の開発 

遠矢 幸伸 〃 
伴侶動物におけるウイルス

感染症 

ウイルス性疾病の診断・

予防法の確立 

森友 忠昭 〃 
水棲動物疾病の診断・予防

法の確立 

感染症の疫学，病態解

明と予防法の開発 

伊藤 琢也 〃 
ウイルス性人動物由来感染

症の疫学と診断法の開発 

ウイルス性疾病の診断・

予防法の確立 

壁谷 英則 〃 
細菌性動物由来感染症の疫

学と病態解明 

細菌性疾病の病態解明

と予防法の開発 

佐藤 雪太 〃 

環境変化の指標としてのベク

ター媒介性感染症の病態解

明 

野生動物由来原虫病の

病態解明による環境評

価手法の開発 



（様式 2） 

 

法人番号 131075 

プロジェクト番号 S1491007 

 

松本 淳 

日本大学大学院 

獣医学研究科・ 

准教授 

動物由来寄生虫症に対する

制御法の開発 

寄生虫病診断・予防法

の開発 

加納 塁 〃 
動物における真菌性疾病の

病態及び診断法の開発 

真菌性疾病の診断・治

療法の開発 

小熊 圭祐 〃 
野生動物における感染症の

疫学および診断法の開発 

ウイルス性疾病の診断・

予防法の確立 

佐藤 真伍 

日本大学生物資

源科学部・ 

専任講師 

野生動物に分布する病原性

バルトネラの疫学解明 

野生動物の細菌感染症

の疫学解明 

細野 朗 

日本大学大学院

生物資源科学研

究科・教授 

腸管免疫系調節作用の解明

と感染防御 

腸内細菌による感染症

の治療・予防法の開発 

舛廣 善和 

日本大学大学院

生物資源科学研

究科・准教授 

細胞内因子を用いた疾病制

御技術の開発 

感染症の制御技術の開

発 

岩佐 真宏 

日本大学大学院

生物資源科学研

究科・教授 

野生動物の生態および環境

に関する研究 

野生動物における感染

症疫学情報の集積 

鈴木 美和 

日本大学大学院

生物資源科学研

究科・准教授 

海生哺乳類の腸管免疫機構

の解明 

海生哺乳類の疾病予防

法の開発 

鈴木 由紀 

日本大学生物資

源科学部・ 

専任講師 

ウイルスの病原性獲得進化

の研究 

病原体の進化機構の解

析 

相澤 志保子 
日本大学医学部 

准教授 
抗酸菌感染症の病態解明 

抗酸菌感染症の治療法

の確立 

片倉 文彦 
日本大学生物資

源科学部・助教 

水棲動物由来感染症制御の

ための診断・予防法の開発 

魚類感染症の予防・診

断法の開発と病態解明 

越後谷 裕介 
日本大学生物資

源科学部・助教 

アンチセンス核酸を用いた動

物由来感染症に対する治療

法の開発 

感染症の診断法の開発 

中島 啓裕 

日本大学生物資

源科学部・ 

専任講師 

野生動物の生息密度と人と

の接触機会の関係の解明 

野生動物の生態と感染

症の疫学解明 

木庭 猟達 
日本大学生物資

源科学部・助手 

炎症性サイトカインを誘導す

るカリシウイルス原因遺伝子

の同定およびそのメカニズム

に関する研究 

ウイルス性感染症の病

態解明 

増田 絢 
日本大学生物資

源科学部・助手 

人獣共通寄生虫症の制御に

関する研究 

寄生虫病の疫学・治療、

予防法の開発 
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（共同研究機関等） 

森田 幸雄 東京家政大学家

政学部・教授 

東南アジア諸国の細菌性食

中毒の疫学解明 

東南アジアにおける細

菌性食中毒の疫学情報

の集積 

苅和 宏明 北海道大学大学

院・教授 

ハンタウイルス感染症の疫

学解明 

ウイルス性疾病の疫学

と生態解明 

宇根 有美 麻布大学・教授 野生動物の感染症とその病

態解明 

野生動物由来感染症の

疫学と病態解明 

横山 栄二 千葉県衛生研究

所・細菌室長 

わが国における細菌性食中

毒の疫学解明 

食品由来感染症の制御 

柳澤 牧央 沖縄美ら島財団・

獣医師 

海棲動物における感染症の

臨床疫学 

海棲動物の感染制御技

術の確立 

鈴木 和男 和歌山県田辺市

市民環境部環境

課・非常勤嘱託 

野生動物の生態と環境被害

に関する研究 

野生動物における感染

症疫学情報の集積 

中易 千早 水産総合研究セ

ンター・増養殖研

究所・グループ長 

魚類新興性疾病に対するワ

クチン開発 

魚類疾病の予防法の開

発 

高野 愛 山口大学共同獣

医学部・准教授 

マダニ媒介性細菌感染症病

態解明 

野生動物における感染

症の病態解明 

Jory 

Brinkerhoff 

アメリカ，リッチモ

ンド大学・准教授 

節足動物の生態と感染症の

疫学解明 

感染症の生態解明 

Bruno B. 

Chomel 

アメリカ，カリフォ

ルニア大学デイビ

ス校・教授 

バルトネラ症の疫学解明 細菌性疾病の予防法の

確立 

Sathaporn 

Jittaparapo

ng 

タイ，カセサート

大学・准教授 

タイ王国におけるトキソプラ

ズマ症の疫学解明 

原虫性疾病の予防法の

確立 

Decha 

Pangjai 

タ イ ， NIH ・

Medical 

Scientist 

タイ王国における野生動物と

感染症の生態 

細菌性，リケッチア性疾

病の予防法の確立 

 

Adolorata 

AB 

Carvalho 

ブラジル，サンパ

ウロ州立大学農

業獣医学部・准教

授 

ウイルス性人獣共通感染症

の疫学と診断法の開発 

狂犬病の疫学解明およ

び予防法の開発 

Subir Singh ネパール，トリブ

バン大学・准教授 

ネパールにおける動物由来

感染症の疫学解明 

動物由来感染症の疫学

情報の集積と疾病の制

御 
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Tony 

Sainsbury 

イギリス，ロンドン

動物学協会 動物

学研究所・主任研

究員 

移入動物により持ち込まれる

感染症の制御方法の開発 

野生動物の生態および

環境に関する研究 

Gediminas 

Valkiunas 

リトアニア，自然

研究センター・研

究室長 

野鳥由来ベクター媒介性感

染症の病態解明による環境

評価手法の開発 

野生動物の感染症の疫

学と病態解明 

John D 

Kabasa 

ウガンダ，マケレ

レ大学獣医学部・

学部長・教授 

家畜の衛生管理上問題とな

る感染症の制御方法の開発 

家畜の感染症の疫学と

病態解明 

Staffan 

Bensch 

スウェーデン，ル

ンド大学分子生態

進化学研究所・教

授 

環境変化モニタリングに必要

な分子疫学的解析手法の開

発 

野生動物の感染症の分

子進化学的解明 

Yilkal Asfaw エチオピア国，ア

ジスアベバ大学・

准教授 

ラクダの未知のウイルス病

の解明 

動物のウイルス性疾病

の病態解明 

Boldbaatar 

Bazartseren 

モンゴル国，国立

農牧大学獣医学

研究所・研究員 

未調査の地域で存続してい

る馬のウイルス病の発見 

動物のウイルス性疾病

の病態解明 

Gamal 

El-Nobi 

エジプト，Zagazig

大学獣医学部・教

授 

エジプトにおける魚類寄生虫

症の診断・治療法の開発 

魚類感染症の病態解明

と診断法の開発 

Uwe Fischer ドイツ，連邦動物

衛生研究所・主任

研究員 

サケ科魚類の感染防御機構

の解明 

感染症の病態解明と予

防法の開発 

夏春 (Chun 

Xia) 

中国，中国農業

大学獣医学部・教

授 

動物感染症病原体の感染防

御抗原の探索 

動物感染症に対するワ

クチンの開発 

Mike 

Belosevic 

カナダ，アルバー

タ大学理学部・教

授 

魚類の寄生虫感染症の病態

解明 

感染症の病態解明と予

防法の開発 

Junpei 

Kimura 

韓国，ソウル大学

獣医学部・教授 

野生動物における感染症の

疫学解明 

野生動物における感染

症疫学情報の集積 
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＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

水棲動物疾病の診断・予

防法の確立 

日本大学大学院 

獣医学研究科 

准教授 

森友 忠昭 
感染症の疫学､病態解明と 

予防法の開発 

腸管免疫系調節作用の解

明と感染防御 

日本大学大学院 

生物資源科学研究科 

准教授 

細野 朗 
腸内細菌による感染症の

治療・予防法の開発 

海生哺乳類の腸管免疫機

構の解明 

日本大学 

生物資源科学部 

講師 

鈴木 美和 
海生哺乳類の疾病予防法

の開発 

野生動物における感染症

の疫学および診断法の開

発 

日本大学 

生物資源科学部 

助手 

小熊 圭祐 
ウイルス性疾病の診断・予

防法の確立 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

日本大学大学院 

獣医学研究科 

准教授 

日本大学大学院 

獣医学研究科 

教授 

森友 忠昭 
感染症の疫学､病態解明と 

予防法の開発 

日本大学大学院 

生物資源科学研究科 

准教授 

日本大学大学院 

生物資源科学研究科 

教授 

細野 朗 
腸内細菌による感染症の

治療・予防法の開発 

日本大学 

生物資源科学部 

講師 

日本大学大学院 

生物資源科学研究科 

准教授 

鈴木 美和 
海生哺乳類の疾病予防法

の開発 

日本大学 

生物資源科学部 

助手 

日本大学 

生物資源科学部 

助教 

小熊 圭祐 
ウイルス性疾病の診断・予

防法の確立 

 

 

 新 【追加】 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ウイルスの病原性獲得進化

の研究 

日本大学 

生物資源科学部 

助教 

鈴木 由紀 病原体の進化機構の解析 

 （変更の時期：平成 26 年 10 月 1 日） 
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旧【職名変更（昇格）】 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

細胞内因子を用いた疾病

制御技術の開発 

日本大学大学院 

総合科学研究科・ 

講師 

舛廣 善和 感染症の制御技術の開発 

野生動物における感染症

の疫学および診断法の開

発 

日本大学 

生物資源科学部 

助教 

小熊 圭祐 
ウイルス性疾病の診断・予

防法の確立 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 

 

 新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

日本大学大学院 

総合科学研究科 

講師 

日本大学 

生物資源科学部 

准教授 

舛廣 善和 感染症の制御技術の開発 

日本大学 

生物資源科学部 

助教 

日本大学 

生物資源科学部 

専任講師 

小熊 圭祐 
ウイルス性疾病の診断・予

防法の確立 

 

 

 【辞退（退職のため）】 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

野生げっ歯類由来ウイルス

の性状・特性解明 

日本大学 

生物資源科学部 

助手 

佐藤 豪 
ウイルス性疾病の診断・予

防法の確立 

 （変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 

 

 旧【変更（業務多忙のため）】 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

各種ウイルス感染症の病

態解明 

日本大学・大学院 

医学研究科 教授 
早川 智 

ウイルス性疾病の治療法

の確立 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 

 

 新 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

抗酸菌感染症の病態解明 
日本大学 医学部 

准教授 
相澤 志保子 

抗酸菌感染症の治療法の

確立 
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旧【職名変更（昇格）】 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

外来生物の生態及び防除

に関する研究 

日本大学 

生物資源科学部 

助教 

三谷 奈保 
外来生物の感染症疫学情

報の集積 

野生動物に分布する病原

性バルトネラの疫学解明 

日本大学 

生物資源科学部 

助手 

佐藤 真伍 
野生動物の細菌感染症の

疫学解明 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

 新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

日本大学 

生物資源科学部 

助教 

日本大学 

生物資源科学部 

専任講師 

三谷 奈保 
外来生物の感染症疫学情

報の集積 

日本大学 

生物資源科学部 

助手 

日本大学 

生物資源科学部 

助教 

佐藤 真伍 
野生動物の細菌感染症の

疫学解明 

 

新 【追加】 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

水棲動物由来感染症制御の

ための診断・予防法の開発 

日本大学 

生物資源科学部 

助教 

片倉 文彦 
魚類感染症の予防・診断

法の開発と病態解明 

アンチセンス核酸を用いた動

物由来感染症に対する治療

法の開発 

日本大学 

生物資源科学部 

助教 

越後谷 裕介 感染症の診断法の開発 

野生動物の生息密度と人と

の接触機会の関係の解明 

日本大学 

生物資源科学部 

助教 

中島 啓裕 
野生動物の生態と感染症

の疫学解明 

炎症性サイトカインを誘導す

るカリシウイルス原因遺伝子

の同定およびそのメカニズム

に関する研究 

日本大学 

生物資源科学部 

助手 

木庭 猟達 
ウイルス性感染症の病態

解明 

 （変更の時期：平成 29 年 4 月 1 日） 

 

【辞退（海外留学のため）】 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

外来生物の生態及び防除

に関する研究 

日本大学・ 

生物資源科学部 

専任講師 

三谷 奈保 
外来生物の感染症疫学情

報の集積 

 （変更の時期：平成 29 年 4 月 1 日） 
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【辞退（定年退職のため）】 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

魚類感染症の病態解明と

予防法の開発  

日本大学・大学院 

獣医学研究科 

教授 

中西 照幸 
魚類疾病の診断・予防法

開発 

宿主動物における病態解

明 

日本大学・大学院 

獣医学研究科 

教授 

湯川 眞嘉 感染症疫学情報の集積 

寄生虫感染症の病態解明

と予防法の開発 

日本大学・大学院 

獣医学研究科 

教授 

野上 貞雄 
寄生虫病診断・予防法の

確立 

（変更の時期：平成 29 年 4 月 1 日） 

 

 

旧【職名変更（昇格）】 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ウイルス性人動物由来感

染症の疫学と診断法の開

発 

日本大学・大学院 

獣医学研究科 

准教授 

伊藤 琢也 
ウイルス性疾病の診断・予

防法の確立 

環境変化の指標としての

ベクター媒介性感染症の

病態解明 

日本大学・大学院 

獣医学研究科 

准教授 

佐藤 雪太 

野生動物由来原虫病の病

態解明による環境評価手

法の開発 

ウイルスの病原性獲得進

化の研究 

日本大学 

生物資源科学部 

助教 

鈴木 由紀 病原体の進化機構の解析 

（変更の時期：平成 29 年 4 月 1 日） 

 

 

 新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

日本大学・大学院 

獣医学研究科 

准教授 

日本大学・大学院 

獣医学研究科 

教授 

伊藤 琢也 
ウイルス性疾病の診断・予

防法の確立 

日本大学・大学院 

獣医学研究科 

准教授 

日本大学・大学院 

獣医学研究科 

教授 

佐藤 雪太 

野生動物由来原虫病の病

態解明による環境評価手

法の開発 

日本大学 

生物資源科学部 

助教 

日本大学生物資源科学部 

専任講師 
鈴木 由紀 病原体の進化機構の解析 
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旧【職名変更（昇格）】 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

野生動物の生態および環

境に関する研究 

日本大学大学院 

生物資源科学研究科 

准教授 

岩佐 真宏 
野生動物における感染症

疫学情報の集積 

野生動物における感染症

の疫学および診断法の開

発 

日本大学 

生物資源科学部 

専任講師 

小熊 圭祐 
ウイルス性疾病の診断・予

防法の確立 

野生動物に分布する 

病原性バルトネラの疫学

解明 

日本大学 

生物資源科学部 

助教 

佐藤 真伍 
野生動物の細菌感染症の

疫学解明 

野生動物の生息密度と人

との接触機会の関係の解

明 

日本大学 

生物資源科学部 

助教 

中島 啓裕 
野生動物の生態と感染症

の疫学解明 

（変更の時期：平成 30 年 4 月 1 日） 

 

 

 新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

日本大学大学院 

生物資源科学研究科 

准教授 

日本大学大学院 

生物資源科学研究科 

教授 

岩佐 真宏 
野生動物における感染症

疫学情報の集積 

日本大学 

生物資源科学部 

専任講師 

日本大学大学院 

獣医学研究科 

准教授 

小熊 圭祐 
ウイルス性疾病の診断・予

防法の確立 

日本大学 

生物資源科学部 

助教 

日本大学 

生物資源科学部 

専任講師 

佐藤 真伍 
野生動物の細菌感染症の

疫学解明 

日本大学 

生物資源科学部 

助教 

日本大学 

生物資源科学部 

専任講師 

中島 啓裕 
野生動物の生態と感染症

の疫学解明 

 

 

新 【追加】 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

人獣共通寄生虫症の制御に

関する研究 

日本大学 

生物資源科学部 

助手 

増田 絢 
寄生虫病の疫学・治療、予

防法の開発 

（変更の時期：平成 30 年 4 月 1 日） 
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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 本プロジェクトでは、これまでに蓄積したデータと確立した技術と強化・拡充した研究体制のもとで、グ

ローバル化が進む社会において、「One World, One Health」の概念に基づいた各種動物由来感染症の

国際的な予防体制の確立と国内における蔓延防止を担う拠点の形成を目的とする。動物医科学研究セ

ンターでは、各種感染症に関する 1)疫学的研究、2)病態解明、3)簡易・迅速かつ高感度診断法の開発、

4)先端的治療・予防法に関する研究を推進してきたが、本プロジェクトでは、これらの研究をさらに発展・

深化させるとともに、人材育成に重点をおいて、PD 及び RA 等の雇用、若手研究者の海外派遣と発展

途上国からの若手研究者招聘による相互の情報交換と技術交流･移転を行う。 

 また、獣医学分野の研究者に留まらず、医学部や環境科学・資源生産科学・生命科学系の学科を擁

する本学の特色を生かし、多角的視点から総合的に感染症の研究を展開する。 

（２）研究組織 

 本プロジェクトは、日本大学生物資源科学部の動物医科学研究センターを研究拠点として、学内の研

究者 22名、学外および国外の研究者 25名の組織によって推進されている。研究代表者は研究プロジェ

クトの総括、プロジェクト参加者・グループ間の研究調整、学内外並びに国内外の研究機関との研究協

力、また公開シンポジウムや定例セミナーの企画にあたっている。 
 本プロジェクトは、平成 26～30 年度の 5 年間に PD12 名、RA30 名、PA（プロジェクト・アソシエイト） 3

名（のべ人数）を公募により採用した。また、各研究者が指導する大学院生・学部学生も、本研究プロジ

ェクトを研究基盤とし、プロジェクトに関わる課題研究に取り組み、研究基盤の充実と若手研究者の育成

が図られている。 

（３）研究施設・設備等 

１．研究拠点である動物医科学研究センターには、5 つの研究室、実験室、共通機器室に加えて、各階

にスタッフルーム、薬品庫、滅菌洗浄室、冷凍冷蔵室、ストックルーム、廃棄物置場を備え、センター共

通の共同研究員室、会議室、事務室が配置されている。また、P3ユニットやSPF動物の取り扱い室も含

めた動物飼育室を備えている。本研究センターは、獣医学科の応用系の 5 つの研究室グループに所属

する教員、ＰＤ、大学院生及び学部学生が研究拠点として日常的に利用している。主な装置・設備及び

稼働時間数は項目 17 に示すが、DNA シーケンサー、フロ－サイトメーター、リアルタイム PCR 装置、マ

イクロアレイシステム等は常時フル稼働しており多くの研究成果をあげている。 

２．学内の研究支援機関および共同研究利用施設 
 日本大学生物資源科学部の同一キャンパス内に配置されている付属動物病院、生命科学研究所、総

合研究所及び食機能先端研究センターと、試料の収集や調整、機器の共同利用等連携を図っている。 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

1． 人獣共通感染症および各種感染症の疫学的研究 
1) 分子疫学的研究 

◆狂犬病の分子疫学的研究 

 野外調査で有用な FTA カードを用いたウイルス RNA 抽出・保管法を確立した*1。分子疫学調査によっ

て、1 株の狂犬病ウイルス（RABV）を保有した吸血コウモリの小集団がブラジル南部の 1 地域で時空間

的に制限されたウシ狂犬病を生じさせたことを明らかにした*28。エチオピア RABV 分離株は、他地域の

分離株とともにアフリカ大陸で主要なアフリカ 1a 分子系統に区分された*29。 

◆野生動物の感染症を指標とした環境モニタリングに関する研究 

鳥種により鳥マラリアの潜伏感染などの感染動態が明らかになり学*18、保護鳥類での原虫保有状況学

*89、さらに鳥類やベクターから鳥ポックスウイルス DNA も確認された学*90。本学付属農場・演習林では、

主にシジュウカラとアカイエカとの間で鳥マラリア感染が維持されていると考えられた学*148。国内の動物

園のアカイエカおよびヤマトヤブカがフィラリア（犬糸状虫）を保有していることが示唆された学*150。 

◆バルトネラ症の分子疫学的研究 

日本、韓国、台湾、タイおよびロシアで捕獲した小型哺乳類 17 種、計 641 頭のうち 54.6%から

Bartonella 11 菌種が分離された。その中で新種と思われる Bartonella の存在が判明し、特にロシアおよ

びアジア圏に生息する小型哺乳類は多様な菌種を保有していた*34。タイのネズミから、人に視神経網膜

炎を引き起こす B. elizabethae が分離された*4。タイ、バンコクの飼育猫 5.5%の猫から Bartonella が分離
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され、Bartonella henselae が主要株であった*66。無症候の野生ニホンザル 13.3%から B. quintana が分離

され、自然宿主であることが示された。ヒトおよびサルの種類毎に独自の B. quintana が分布していると

考えられた*32。ネコノミの刺咬によって B. henselae に感染し、猫ひっかき病を発症したヒト症例を見出し

た*33。野生のピューマとボブキャットの血液から Bartonella が分離され、そのうち 2 株は B. henselae 

genotype II で、その他は既知の株とは異なっていた。マウンテンライオンおよびボブキャット由来株を新

規株として提案中である*65。 

◆真菌症の分子疫学的研究 

本邦の人または特定の動物に宿主を限定した皮膚糸状菌は、単系統のみが蔓延していることを確認

した*5*6*35*68。またブラジルおよびマレーシアの猫に蔓延しているスポロトリコーシスでも、単系統株によ

る感染の拡大であることが判明した*7*36*39*69。一方、新たな皮膚糸状菌やアスペルギルス症などが、分

子疫学調査によって認められ*37*38*40*67、これら輸入・新興真菌症による人への感染拡大が危惧される。 

◆動物の真菌症から分離した薬剤耐性株の分子疫学的研究 

 国内外の動物のクリプトコックス症、皮膚糸状菌症、マラセチア皮膚炎から原因菌を分離し、遺伝子タ

イピングを行った。次に抗真菌薬に対する感受性試験を行い、耐性株の分子レベルでの耐性機構につ

いて解析を行った*115*147*152。 

◆種特異的 Nested-PCR を用いたわが国の飼育猫における Bartonella henselae と Bartonella 
clarridgeiae の分子疫学的研究 

 本研究では，猫ひっかき病の疫学解明の基礎研究として全国 47 都道府県の動物病院に来院した猫

1,754 頭から血液を採取し，B. henselae と B. clarridgeiae の感染状況を検討した。検討した猫の 4.6%

（80/1,754 頭）が Bartonella 陽性であった。陽性猫のうち，48.8%（39/80 頭）の猫から B. henselae の，

33.8%（27/80 頭）の猫から B. clarridgeiae の DNA がそれぞれ検出され，17.5%（14/80 頭）の猫からは両

菌種の DNA が検出された*109。 

◆タイのルサジカ（Rusa timorensis）からの Bartonella の分離と系統解 

 タイの鹿における Bartonella の分布状況を検討し、分離株の生化学的、形態学的、および遺伝学的

な特徴付けを行った。タイで養鹿されている 247頭のルサジカの血液を用いて検討したところ、3.6％から

Bartonellaが分離された。系統解析を行ったところ、全ての分離株は、既存のBartonella種とは異なる系

統であった*140。 

 
2）血清疫学的研究 

◆牛胎子血清を使用した牛ウイルス性下痢ウイルス子宮内感染の調査 

ニュージーランド、オーストラリアおよびドミニカ共和国産の 2,758 検体の牛胎子血清を用いて牛ウイ

ルス性下痢ウイルス（BVDV）の分離および抗体検査を行ったところ、BVDV 抗体は 44 検体（1.60 %）から

検出され、牛胎子への子宮内感染が自然界で約 3.0 %の妊娠牛に起きていることが示唆された*41。 

◆東京都で保護された猫および犬における Toxoplasma gondii の抗体保有率 

 東京都の収容犬猫における血清中の抗トキソプラズマ抗体陽性率は、犬では 2009–2011 年の検体で

は 1.9%、1999–2001 年は 1.8%、猫では、2009–2011 年の検体では 6.7%、1999–2001 年は 5.6%であった。

多摩地区の陽性率は、23 特別区に対して有意に高かった*42。 

◆エチオピアで飼育されている流産歴があるラクダのウイルス性疾病の抗体調査  

 エチオピア国において流産歴のあるヒトコブラクダは、BTV が 76.7%、AKAV が 46.0%、CHUV が 14.1%、

AINOV が 13.4%、JEV が 40.2%、GETV が 10.9％、BVDV が 15.9%、BoHV-1 が 1.0%抗体陽性と判定され、

偶蹄類の繁殖障害に関与する数種のウイルスが、ラクダに高率に浸潤していることが確認された*70。 

◆ラクダを自然宿主とする人獣感染症の調査 

 エチオピア国でラクダと放牧地を共有している家畜から血清を採取し中東呼吸器症候群コロナウイル

スの感染源となる可能性があるかを調べた結果、ラクダ以外はすべて抗体陰性であった。ラクダは E 型

肝炎やインフルエンザ D 型の抗体も保有していた*103*134 学*212.261.262.264。 

 
3）生態疫学的研究 

◆ベクター昆虫の吸血生態および新規ウイルス保有に関する研究 

ブユがライチョウの原虫伝播に関わることを明らかにした。東京都のヤマトクシヒゲカから、家畜の重

要疾病を多く含むオルビウイルスに近縁な二本鎖 RNA ゲノムを持つウイルスが初めて分離された*8。 
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◆渡り鳥を含む国内の保護鳥類における血液寄生原虫保有状況の解明 

 国内の傷病保護鳥類における血液寄生原虫保有状況の解明を目的とし、千葉・東京・神奈川の保護

野鳥から原虫の検出を試みた。80 種 475 羽中 43 種 100 羽から原虫 DNA が検出され（陽性率 21.1%）、

冬鳥で有意に原虫陽性率が高く、渡り鳥が原虫の運搬者として重要であることが示唆された*107 学*274。 

 
4）寄生虫学的研究 

◆ アルパカにおける消化管内寄生虫保有状況 

 国内飼養アルパカ 48 頭（90.6％）の糞便から、ネマトジルス類（13.2％）、鞭虫類（11.3％）、毛細線虫類

（5.7％）、未同定の消化管内線虫類（50.9％）、ベネデン条虫（1.9％）、 Eimeria punoensis または E. 
alpacae（69.8％）、 E. lamae（1.9％）、 E. macusaniensis（7.5％）の消化管内寄生虫が検出された*72。 

◆ 飼養動物および野生動物における消化管内寄生原虫保有状況 

 関東で飼養されている牛や豚、および神奈川県内で捕獲されたクリハラリスなどを対象に、消化管内

寄生原虫の保有状況を調査した。その結果、ブラストシスティス、クリプトスポリジウム、および微胞子虫

類の保有状況が明らかとなった学*286.288.289。 

2． 人獣共通感染症および各種感染症の病態解明 
1）病原因子の探索 

◆国内初の Maedi /visna virus（MMV）分離と持続感染株化細胞の作出 

山羊胎児肺細胞（FGL）を用いて MVV を効率良く増殖可能な株化細胞の作出に成功した*9。 

◆エチオピアにおける馬ヘルペスウイルス（EHV）感染状況 

 エチオピア北部の呼吸器症状を示した馬 160 頭では、EHV-5 の陽性率が 23.1％と最も高く、EHV-2 が

20.0％、EHV-4 が 8.1％、EHV-1 が 7.5％であった。EHV-5 陽性馬では症候群と無症候群に差はなかっ

た。エチオピアでは EHV-2 も馬に呼吸器症状を起こすウイルスとして注意する必要がある*73。 

◆ネコカリシウイルス（FCV）のシングルステップのリバースジェネティックス系の開発 

新しいプラスミドを用いた簡便な FCV のシングルステップのリバースジェネティックス系を開発した*10。 

◆タイワンリス腸管内容物より検出された新規サイクロウイルス 

メタゲノム解析により、新しいサイクロウイルスが神奈川県で捕獲されたタイワンリスの腸管内容物よ

り同定され、新種であると考えられるタイワンリスサイクロウイルス-1（TsCyV-1）と名付けられた*43。 
◆人への潜在的病原性評価を目的としたPCRバイナリのタイピングによるわが国の鹿の糞便由来志賀

毒素産生大腸菌の特徴付け  

志賀毒素産生大腸菌（STEC）における24種類の病原性関連遺伝子を使用したPCRバイナリのタイピ

ング（P-BIT）によって、鹿の糞便由来STECの潜在的病原性を評価した。使用した分離株は、わが国の6

県で捕獲された鹿由来、合計31株で、O血清型は、O93（n=12）、O146（n=5）、O176（n=3）、O130（n=3）、

O5（n=2）、O7（n=1）、O96（n=1）、O116（n=1）、O141（n=1）、O157（n=1）とO-untypable（n=1）であった。そ

の結果、2頭の鹿から分離された5株の血清型O5の株は、患者由来STEC分離株と同一のクラスターを

形成したことから、当該O5の鹿由来STEC株は、人の患者由来株と保有する病原関連遺伝子のパター

ンが類似していたことが示唆された。以上のことから、鹿由来STECには、人に病原性を示す可能性があ

るものが含まれることが明らかとなった。*74。 

◆牛のレトロウイルスに関する研究 

 牛白血病ウイルス（BLV）の感染により腫瘍化した細胞に組み込まれているBLV遺伝子には、1,000塩

基対以上の欠損が生じているものが数％存在した。牛末梢血白血球からBLV以外の多核巨細胞を形

成するウイルスが分離され、牛フォーミーウイルスであることが同定された*１３1*132３学*259.263。 

◆ エキノコックスがもつグルコース摂取機構の解析 

 エキノコックスのグルコース輸送を担うと予測されるトランスポーター遺伝子全長を3種類取得した。こ

れらのうち、受動輸送型トランスポーター2種類について、糖輸送能の特性を明らかにした*143。 

◆日本の小型コウモリの新規アデノウイルスとその侵入因子としてのCXADRの性状解析 

 日本の小型コウモリから新規アデノウイルスを分離し、他のコウモリ由来アデノウイルスとは異なる新

種であると考えられた。本ウイルスは細胞侵入因子として複数の哺乳類由来のCXADRを利用できること

が示唆された*156。 

◆Bartonella VirB/D4 IV型分泌機構を独立して3回獲得することによって明らかとなった病原性適応に

おける進化学的ダイナミクス 
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 本研究では、全ゲノム解析により、「新たな人の病原体であり、宿主適応を示さないBartonella属菌で

あるB. ancashensisの3つのBartonella effector proteins (Beps)はお互いに多くの類似点を持つが、より

祖先的な状態のものであり、未だに明らかとなっていないeffector蛋白の宿主適応の潜在的能力を代表

しているものである」ことを明らかとした*110。 

 

2）病原微生物の性状解析 

◆造血器壊死症を引き起こす魚類ヘルペスウイルスの性状解析 

 造血器壊死症を引き起こすヘルペスウイルスの高収量回収法を確立した*44。免疫研究モデルのクロー

ンギンブナは、CyHV-2 に高い感受性を示した*76。ヘルペスウイルス性造血器壊死症の耐過機構を調べたと

ころ、感染防御には抗体よりも細胞性免疫が重要と考えられた*77。 

◆カリシウイルスの性状解析 

 日本の豚の糞便から検出された St-Valerien-like virus（SVV）株である NUP-24/JP 株は、他の SVV

株、特に米国の NC-WGS93C/US 株と近縁であり、カリシウイルスに特有の構造を電子顕微鏡で確認し

た*11。FCV の非構造タンパクの 1 つである p39 は、宿主の自然免疫応答を抑制することを見出した*45。 

◆エキノコックスにおけるグルコース摂取機構の解析 

多包条虫 Echinococcus multilocularis（Em）のグルコース輸送を担うと予測されるトランスポーター遺

伝子全長を 3 種類取得した。2 種は受動輸送型、1 種は Na+濃度依存性の能動輸送型トランスポーター

と予測された。Em は寄生環境に応じてトランスポーターを使い分けていると推測される*12。 

◆A 型インフルエンザウイルス（IFAV）ゲノムに保存された RNA 二次構造の機能解析 

 IFAV のゲノムパッケージングで重要な M および PB2 遺伝子分節の網羅解析の結果、これら遺伝子分

節のパッケージングシグナルに複数の異なる亜型間で高度に保存された stem-loop 形成領域が同定さ

れた。特にM遺伝子分節の stem-loop形成領域は感染性ウイルス粒子の産生に重要な機能を持つこと

が明らかになった*75*127。 

◆狂犬病ウイルス(RABV)ゲノムの分節化に伴う粒子形成メカニズムの解析 

 RABV ゲノムの分節化により、ウイルスゲノムと粒子サイズには正の相関性があることを明らかにし

た。また、ゲノムの分節化によって RABV の増殖効率は低下した*125。 
◆わが国の野生鹿由来志賀毒素産生大腸菌（STEC）5株のドラフトゲノムシークエンス 

 北海道の野生鹿から分離した STEC について、5 株のドラフトゲノムシークエンスを決定した*78。 

◆猫コロナウイルスの遺伝子解析 

 FIP を疑う猫の腹水・胸水中の猫コロナウイルスには、ウイルスの S 遺伝子または 3c 遺伝子のいずれ

かに変異が認められた。そのため、FIP の発症にこれらの遺伝子の少なくとも一方の変異が関与すると

考えられる*134 学*211。 

 

3）感染症に対する宿主の病態解析 

◆牛白血病ウイルス（BLV）の感染様式および病態の解明 

 BLV の感染牛ゲノムへの組込みは、特定の染色体位置や集中はなく、組込み位置と病態との関連性

は低いと思われた*2。BLV 抗体および遺伝子陽性の 21 ヵ月齢黒毛和種牛が地方病型牛白血病（EBL）

と診断された*46。2 ヵ月齢の EBL 症例の解析によって、若齢牛での EBL 診断の重要性が示唆された*79。 

◆ジュウサンセンジリスに内在化したボルナ病ウイルス由来エレメント（itEBLN）の起源と進化 

 ジュウサンセンジリスのゲノムに存在する itEBLN の内在化は過去 30 万年以内に起きたことが予測さ

れ、通常の LINE-1 を介さない EBLN の内在化メカニズムの存在が示唆された*13。 

◆イヌやネコの主要組織適合性複合体遺伝子の多型解析と疾病との関連 

 400 頭以上のイヌ MHC 遺伝子の多型解析を行い、多くの新規アリル（対立遺伝子）のみならず、新た

な遺伝子構成を発見した．また、犬種（系統）毎にMHC型に著しい偏りがあったり、同じMHC型をホモに

有するホモ接合体が高頻度に見つけられたりするなどの、イヌ MHC の特徴を明らかになった．ネコにお

いては、血縁関係が明らかなイエネコ 20 個体を用いてネコ MHC クラス II 遺伝子の配列決定を行った。

その結果、 FLA-DRA 遺伝子および FLA-DRB 遺伝子の塩基配列が、それぞれ 4 種類および 17～19

種類得られた。血縁関係に基づいた多型解析の結果、1～2種類のFLA-DRA遺伝子に加え、2～6種類

の FLA-DRB 遺伝子の組み合わせを持つ計 10 種類の DR ハプロタイプが推定された*130。 

◆イヌの MHC 型と各種疾病の関連 

 近年イヌでは、免疫抑制剤に反応する疾病（自己免疫様の疾病）が多く報告されるようになり、MHC と
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の関連が強く示唆される。そこで、これら自己免疫疾患が疑われるイヌの MHC 型を調べ、特定の MHC

型（アリル）とこれら自己免疫疾患との関連を調べた。その結果、イヌ腸炎などと、特定の MHC 型に関連

が見出された*130。 

3． 人獣共通感染症および各種感染症の簡易・迅速かつ感度の高い診断法の開発 
1） 分子生物学的診断法 

◆生体試料からの簡便なウイルス遺伝子検出法の開発 

生体試料から極めて簡便にウイルス遺伝子を検出する GEM-LAMP 法を開発した。本法は動物血清

及び糞便希釈液を用いた場合でも 70 分以内にウイルス遺伝子を増幅でき､目視で検出可能であった
*14｡ 

◆犬糸状虫の血清遊離型 DNA の検出と診断的意義 

 宿主血清中の犬糸状虫の遊離型 DNA（cfDNA)の存在を初めて確認した。Mf の存在に依存したことか

ら､感度に界がある一方、Mf 陽性/抗原陰性であっても補助診断として応用できる可能性が示された*48。 

 

2） 免疫学的診断法 

◆抗 Prototheca 抗体を用いた免疫診断法の開発 

兎で作製した抗 Prototheca wickerhamii 抗血清を用いた特異的免疫組織化学法を確立した*15。難治

性乳房炎の原因となる Prototheca zopfii 感染を摘発するための抗体検出用 ELISA 法を確立した*71。 

◆他の微生物の汚染が無いマエディ・ビスナウイルス（MVV）持続感染株化細胞の作製 

 山羊舌由来株化細胞（ZZR）を由来とする MVV 持続感染株化細胞を作製して、細胞の培養上清を使

用した寒天ゲル内沈降試験（AGID）を確立したので、MVV 等の疫学調査への応用が期待できる*81。 

 

3）免疫学的解析用のモノクローナル抗体の開発と応用 

◆抗ギンブナ CD4 及び CD8 モノクローナル抗体の他の魚種のリンパ球に対する交差特性 

 ギンブナの CD4-1 と CD8αに対する mAb は、ゼブラフィッシュの CD4-1 陽性 T 細胞と CD8α陽性 T 細胞を

夫々特異的に認識することを明らかにした。これらの mAb はコイやキンギョのリンパ球とも反応した*80。 

4. 人獣共通感染症および各種感染症の先端的治療・予防法の開発 
1） ワクチンの開発 

◆魚類の細胞性免疫賦活剤およびワクチン開発 

 クローンギンブナを用いて、ノカルディア症およびエドワジエラ症に対して、生菌および死菌ワクチンの

有効性を確認した*16*49。ノカルディア症では液性免疫も感染防御に関与していることを明らかにした。乳

酸菌である Enterococcus faecalis の免疫賦活作用が魚類で確認できたことから、不活化ワクチンへの加熱

殺菌 E。 faecalis の添加による細胞性免疫機能賦活作用が期待される*82。 

◆細胞膜透過ペプチドを用いた新規魚類ワクチン法の開発 

 魚病細菌でもある Edwardsiella tarda（細胞内寄生菌）の新規ワクチン法を開発する目的で、E．tarda

の膜タンパク質（OmpA）と細胞膜透過性ペプチド（CPP）の融合タンパク質を作製し、ワクチンとしてクロ

ーンギンブナ（Carassius auratus langsdorfii）に接種した。接種後の脾臓または腎臓より白血球を分離

し、培養下で OmpA を加えたところ、grannzyme B や IL-4 遺伝子などの発現増強が認められ、ワクチン

としての効果があるものと考えられた学*245。 

◆結核予防ワクチンの開発 

 新規の結核の予防ワクチンとして M.kansasii 由来抗原を発現する組換え BCG(rBCG-Mkan85B)を作成し

た。rBCG-Mkan85B は結核抗原特異的な細胞傷害性 CD8 陽性 T 細胞を誘導し既存の BCG よりも優れた結

核防御能を示した学*295.296。 

 

2） 宿主の感染防御機構の解明 

◆細胞傷害性誘導酵素グランザイム A の特性解明 

 ギンブナグランザイム遺伝子(gcGranzyme)はギンブナの細胞性免疫に関与していることを明らかにし

た。本酵素は、哺乳類と異なる基質特異性を有する新規グランザイムであると考えられる*50。また本酵

素は哺乳類のグランザイム A に相当する機能を有することが判明した*52。 

◆魚類リンパ球の細胞障害活性および同種移植片拒絶反応における役割解明 

魚類リンパ球の Direct killing 活性には、感作リンパ球による特異的な殺菌活性と、未感作リンパ球に
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よる弱い非特異的な殺菌活性が存在すること*18、またギンブナの CD4 及び CD8α陽性 T 細胞は移植片

拒絶の初期に、マクロファージ/好中球は拒絶の後期に関与することを明らかにした*50*51。ギンブナの 4種

類の IFNγアイソフォームは、同種移植片拒絶反応で、それぞれ異なる役割を果たすことを明らかにした*84。 

◆感染症に対する宿主の病態解析-イヌの主要組織適合性複合体(DLA)の多型解析- 

 DLA の多型解析を 442 頭、50 犬種で行い、MHC クラス I および II 遺伝子に多くの対立遺伝子を発見し、犬

種毎にハプロタイプ（同一染色体上の MHC 遺伝子型の組合わせ）を決定した*85*86。 

◆腸内細菌およびその代謝産物が修飾する腸管免疫系応答 

 腸内共生菌の菌体成分は腸管関連リンパ組織の IgA 産生を活性化し、代謝産物である有機酸は菌体

と有機酸の共刺激によって腸管免疫系応答を修飾することを明らかにした。その作用は有機酸によって

異なった*19*20*21。また腸内環境の違いが免疫系応答に影響を与えていることが推察された*53。大腸部位

の結腸リンパ節の T細胞の活性化や分化は主に腸内細菌に依存して、また小腸部位のパイエル板の T

細胞は腸内細菌以外の要因によっても誘導される可能性があることを明らかにした*87*88*89*90。 

◆ネコ MDA5 遺伝子の分子性状と免疫応答的発現 

 RNAウイルスに対するインターフェロン応答で重要なネコのMDA5遺伝子の分子遺伝学的性状を解明

し、その各種ネコ組織における発現を比較するとともに、自然免疫における応答性について解析した
*153。 

 

3） 治療・予防薬の開発 

◆アゾール耐性真菌の検出と耐性機構の解析 

アトピー罹患犬由来の Malassezia pachydermatis 分離株はアゾール系薬剤の感受性が低下すること

が示唆された*22。アゾール系農薬であるテトラコナゾールを適正量散布している圃場では、アスペルギ

ルスのアゾール耐性株は分離されなかった*54。本邦猫から得た C。 neoformans var。 grubii 分離株は、

フルコナゾールには耐性、他薬剤には感受性であり、耐性機構に関わる ERG11 と AFR1 の高発現が確

認された*55。テトラコナゾール耐性株は､膜ポンプや標的酵素の発現増加による耐性能獲得が判明した
*91｡ 

◆細胞膜透過性有用タンパク質（TIPE2、SOCS2）による炎症やがんの予防・改善法の開発 

 ピロリ菌などの発癌誘導性の細菌感染に伴う炎症において、TIPE2 がそのシグナル伝達因子を抑制

することを見出し、TIPE2 と伝達因子の相互作用を確認した*92。腫瘍細胞の増殖抑制能を保持した膜透

過性 SOCS2 タンパク質を開発し、SOCS2 の 30 番目のセリンが MAPK カスケードでリン酸化され分解促

進される可能性を示した学*181。レチノイン酸受容体 RAR と PML 遺伝子の組換えを原因とする白血病

（APL）を改善するため、DNA 結合能や転写活性化能を有する分解耐性型 RAR タンパク質を開発した
学*182。 

 

5． 関連研究 
新規にハンドウイルカ microRNA を同定し、臓器特異的発現を確認した*56。カイコ変態期の後部絹糸

腺分解の不可逆的な過程におけるオートファジーの関与を明らかにした*57。鯨類の培養細胞を用いて、

鯨類のみで特異的に発現するアクアポリンを発見し、その分子が細胞の高塩分耐性に寄与することを証

明した*59。コウモリとアフリカ獣類のゲノムで重要な蛋白質機能を示唆するボルナウイルス由来エレメン

ト EBLs を発見し、mRNA レベルで発現していることを明らかにした*93*94。さらにゾウの進化に関わる可能

性がある肝臓で特異的に mRNA 発現する内在性パルボウイルス由来エレメントを明らかにした*122。 
◆コイ顆粒球コロニー刺激因子 GCSF の造血活性の検討 

 哺乳類における顆粒球コロニー刺激因子GCSFは好中球等の骨髄球系細胞やその前駆細胞の増殖・

分化及びそれらの機能を制御する事が明らかになっている。本研究では、コイ GCSF の遺伝子クローニ

ングと組換えタンパク質の作製を行い、その造血活性を検討した。コイ腎臓白血球を GCSFa1 または

GCSFb1 存在下で、液体培地にて培養したところ、いずれにおいても濃度依存的な細胞増殖が見られ

た。GCSFb1 培養では、均一な細胞が散在した状態で、GCSFa1 培養では、接着性の細胞がコロニーを

形成して増殖した。GCSF の機能は脊椎動物の進化の過程で保存されていることが示唆された*128。 

◆わが国の市販ゲイムミート（野生鳥獣肉由来食肉）の微生物学的品質評価 

 わが国の小売店で購入したゲイムミート 248 検体（鹿肉 120 検体、猪肉 128検体）について、志賀毒素

産生大腸菌（STEC）、およびサルモネラの分布状況と、衛生指標細菌数を計測した。本研究は、わが国

の小売店で扱われるゲイムミートの細菌学的多様性を研究した初めての報告である*111。 
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◆わが国の野生鳥獣処理施設で処理された鹿肉の衛生評価 

 わが国の 2 カ所の野生鳥獣食肉処理施設で処理された鹿 89 頭を対象とし，鹿枝肉の胸部（胸）と肛

門周囲部（肛門）の衛生指標細菌数を計測した。胸，肛門の 75.3％が牛の中央値（平成 25 年度全国調

査）よりも低値を示した。高度に汚染された枝肉特に夏，施設内の温度が 20℃以上の条件下で多かっ

た*141。 

◆ヒメネズミの食性の季節変動 

 神奈川県西部におけるヒメネズミの食性の季節変異を調査した。その結果，餌資源は季節により変動

し、夏季では動物性の餌を利用しているのに対し、それ以外の季節では顕著に植物性の餌を利用して

いることがわかった*160。 

◆野生ハツカネズミの新たなアグーチ遺伝子 

 野生ハツカネズミに関する毛色発現に関する遺伝子 Awの構造を調査した。その結果、これまで提唱さ

れてきた 129X1/SvJ が有する Aw遺伝子と野生ハツカネズミが有するとされていた Aw遺伝子の構造は

異なることが判明した*159。 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 
本プロジェクトでは、当初の計画に基づいて、「1．人獣共通感染症および各種感染症の疫学的研

究」、「2．人獣共通感染症および各種感染症の病態解明」、「3．人獣共通感染症および各種感染症の

簡易・迅速かつ感度の高い診断法の開発」、「4．人獣共通感染症および各種感染症の先端的治療・予

防法の開発」の 4 分野において活発な研究活動が展開され、プロジェクト期間において、合計 161 編の

学術論文、296 報の学会発表を公表した。さらに毎年実施した公開シンポジウムでは時節のトピックとな

る動物由来感染症を取りあげ、講演・討議することによって広く社会に情報を発信できた。また、前プロ

ジェクトからの継続活動である 4 回の国際共同研究研修によって、海外の若手研究者を招聘し、招聘者

における最新研究の技術習得とともに、プロジェクト参画若手研究者および大学院生との交流によっ

て、国際共同研究に対する研究マインドの醸成が促進され、さらに研究員および大学院生の海外派遣

プログラムによって 11 名が海外共同研究拠点での研究技術交換および国際学会での発表の機会を得

た。このような当研究プロジェクトの活動によって、参画した若手研究者および大学院生が、学会および

助成財団などから計 5 件の奨励賞等を受賞し、2 名が日本学術振興会の特別研究員に採択され、指導

者であるプロジェクト参画教員も計 4 件の学会賞を受賞した。 

以上のように当プロジェクトの目的である、国際共同研究を通じた若手研究者の育成が達成された。 

 

＜課題となった点＞ 
 本プロジェクトによって予算配分された人件費によって 5 年間で総勢 45 名の若手研究者（PD12 名、

RA30 名、PA3 名）を採用することによって、上記の研究活動が展開でき、数多くの価値ある研究成果を

公表できたため、プロジェクトを支えた「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」は、高等教育の根幹

となる研究者の育成にとって非常に有益なプログラムであった。しかし、本事業の後継となる支援事業

プログラムおよび予算枠組みが存在せず、これまで培った研究にかかる人材資源活用が見込めず、優

れた研究活動の継続が絶たれたことが課題である。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 
 毎年、年度末に開催する成果報告会および毎年度初めに行う研究成果報告書のとりまとめ作業によ

って、プロジェクト構成員は各自が提出する報告書作成の過程で年度の計画と進捗状況を自己点検し、

プロジェクトリーダーが各報告書を取りまとめて全体の総括と自己評価を行っている。研究計画と自己

評価に基づいて、年度ごとの進捗状況に応じて予算配分を適正化し、また評価に従い、強化が必要な

研究重点領域を見極めて新規のプロジェクト構成員を適宜追加している。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 
 本プロジェクトでは、毎年、専門分野のみならず広い視野から評価が可能な分野を異にする専門家計

3 名（学内 1 名；学外 2 名）で構成される外部評価委員による第三者評価を実施している。これまで 4 年

間の本プロジェクトの総合評価は、いずれも「高い」、または「やや高い」と判断されており、事業内容に
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ついては概ね良好と評価されている。課題として、本プロジェクトの対象が多岐に亘り、かつ網羅的であ

ることから、研究拠点形成のために継続的かつ集約的な研究課題設定の必要性が指摘され、研究拠点

構築を重視した研究課題の選定や集約化による対応に努めることとした。なお、平成 26 年度の評価に

おいて指摘を受けた海外派遣事業の検討については、翌年平成 27 年度からプロジェクトに参画してい

る若手研究者の積極的な研修を促す「海外派遣プログラム」を設置し、さらに分野を超えた研究者の交

流発表会を企画して、若手研究者の育成と共同研究の推進を強化した。研究予算については、本学の

研究費の取り扱いに基づき、立案した予算配分計画の中で適性に執行が行われており、特段の指摘は

なかった。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 
本研究プロジェクト終了後も、各研究課題は継続するので、今後の研究方針を示す。 

「1．人獣共通感染症および各種感染症の疫学的研究」分野では、吸血コウモリ由来の狂犬病、鳥マ

ラリア、野生動物のバルトネラ症、および人獣共通真菌症の分子疫学的解明を継続調査し、動物由来

感染症の感染環のさらなる解明および各種感染症制御のための感染ルート解明を目指す。 

「2．人獣共通感染症および各種感染症の病態解明」分野では、新規ウイルスの病原性解明、エキノ

コックスの病態発現機構の解明、インフルエンザウイルスのパッケージング機構の解明、子牛における

牛白血病ウイルス感染動態の解明、イヌ・ネコにおける MHC 遺伝子と病態発現との関連解析を目指

す。 

「3．人獣共通感染症および各種感染症の簡易・迅速かつ感度の高い診断法の開発」分野では、抗

Prototheca 抗体を用いた免疫診断法の開発、確立されたマエディ・ビスナウイルス（MMV）抗体検出の

ための寒天ゲル内沈降試験（AGID）による MVV 等の疫学調査、およびギンブナ T 細胞モノクローナル

抗体を利用した T 細胞サブセットの分離と機能解析を目指す。 

「4．人獣共通感染症および各種感染症の先端的治療・予防法の開発」分野では、細胞膜透過ペプチ

ドを用いた新規魚類ワクチン法の開発およびM. kansasii由来抗原を発現する組換えBCGを用いた新規

結核予防ワクチンの開発、イヌの主要組織適合性複合体(DLA)の多型解析に基づく感染症に対する宿

主の病態解析、ネコ MDA5 遺伝子の分子性状と免疫応答的発現解析、アゾール耐性真菌の検出と耐

性機構の解析による新規治療法の開発、および DNA 結合能や転写活性化能を有する分解耐性型

RAR タンパク質を用いた炎症やがんの予防・改善法の開発を目指す。 

若手研究者育成のために本プロジェクトの助成によって実施された、月例の動物医科学研究センター

セミナー、年一回の公開シンポジウム、海外若手研究者招聘による国際共同研究研修、および海外派

遣プログラムのうち、公開シンポジウム、国際共同研究研修および海外派遣プログラムについては、研

究プロジェクト終了に伴って事業終了となった。これらについては、今後新たな予算措置や新規支援事

業プログラムが採択された場合に形を替えて実施されることを望みたい。 

 また動物医科学研究センターセミナーについては、本プロジェクト終了後も日本大学から当センターの

研究活動に関する予算措置がなされたので、文部科学省による支援事業プログラムで実施された過去

通算 142 回のセミナーに引き続き、継続して実施する予定である。継続的なセミナーを通じて動物医科

学に関する研究成果の情報発信のみならず、他分野からの招聘講師によるセミナー開催によって分野

横断的な新規研究領域の開拓を期待したい。 

 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 
1.舛廣善和. タンパク質の安定的発現や分解耐性を可能にするスタビロンタグの開発 

特願 2015-095480、出願日 2015 年 5 月 8 日 

2.相澤志保子.ペプチド及びその使用 

特願 2016-103744、出願日 2016 年 5 月 24 日 

3.相澤志保子.特許第 64511933 号 発明の名称 「ワクチン及びプライムブーストワクチン」 

平成 30 年 12 月 21 日 特許原簿登録 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） 人獣共通感染症       （２） 動物由来感染症      （３） 野生動物                 

（４） 疫学               （５） 病態解明           （６） 診断            

（７） 治療・予防法          （８） 若手研究者育成     

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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 204. 小林由紀. アフリカ獣上目ゲノムに内在化した非レトロウイルス由来エレメントの進化と機能. 

日本進化学会 第 19 回大会 (京都大学, 2017 年 8 月 24 日) 

 205. 瀬川太雄, 鈴木美和, 青柳皓大, 彦部京助, 嶋津月花, 糸井史朗, 岩田秀一, 澤 修作, 鈴木由紀, 

伊藤琢也, 吉岡 基. バンドウイルカ糞便由来乳酸菌の分離・同定. 日本乳酸菌学会 2017 年度大会 

（玄海ロイヤルホテル，2017 年 7 月 10 日） 

 206. 西谷広平,日野エリカ,宮前二朗,岡野雅春,片倉文彦,森友忠昭.コイ顆粒球コロニー刺激因子
GCSF の造血活性の検討.日本動物学会 第 88 回 富山大会（富山県民会館,2017 年 9 月 21-23 日） 

 207. 宮前二朗,鈴木進悟,片倉文彦,岡野雅春,森友忠昭,椎名隆.イヌ MHC クラス I 遺伝子領域におけ
る新規構造多型の同定.第 160 回日本獣医学会学術集会（鹿児島大学,2017 年 9 月 13-15 日） 

 208. 岡野雅春,宮前二朗,鈴木進悟,片倉文彦,森友忠昭,椎名隆.ネコの MHC クラスⅡ遺伝子
（FLA-DRB）の多型解析.第 160 回日本獣医学会学術集会（鹿児島大学,2017 年 9 月 13-15 日） 

 209. 片倉文彦,西谷広平,日野エリカ,Annelieke Wentzel,宮前二朗,岡野雅春,Geert Wiegertjes,森友忠
昭.コイ顆粒球コロニー刺激因子は好中球の造血および遊走を促す.日本比較免疫学会第 29 回学
術集会（北海道大学,2017 年 8 月 24-26 日） 

 210. Miyamae J, Suzuki S, Katakura F, Uno S, Tanaka M, Moritomo T, Shiina T. Identification of two distinct 

haplotype structures elucidated by polymorphism and gene expression analyses in dog leukocyte antigen 

class I and II genes: DLA-88, DLA-12, DLA-64 and DLA-DRB1. 31st European Immunogenetics and 

Histocompatibility Conference (Mannheim/Heidelberg, Germany, May 30, 2017) 

* 211. 安達友,小熊圭祐,泉對 博.猫コロナウイルスの 7 遺伝子群の変異解析.第 160 回日本獣医学会学術集
会（鹿児島大学,2017 年 9 月 15 日） 

* 212. Fukushi S, Kurosu T, Watanabe S, Shimojima M, Shirato K, Matsuyama S, Iwata-Yoshikawa N, Nagata N, 

Ohnishi K, Ato M, Sentsui H, and Saijo M. Characterization of novel monoclonal antibodies against 

MERS coronavirus spike protein and their application in competitive ELISA for detecting serologic 

responses to MERS coronavirus. 第 66 回日本ウイルス学会学術集会（大阪国際会議場,2017 年 10 月
24-26 日） 

 213. 佐藤雪太.動物園・水族館における寄生虫への対応：ペンギンのマラリアを例に.第 23 回日本野
生動物医学会大会 （日本獣医生命科学大学,2017 年 9 月 3 日） 招待講演 

 214. 小田川太一,澤野一樹,越後谷裕介,佐藤雪太.鳥マラリア原虫媒介蚊の分布および原虫保有状況
の定点モニタリング.第 160 回日本獣医学会学術集会（鹿児島大学,2017 年 9 月 13 日） 

 215. 中村渓太,小田川太一,澤野一樹,川向一子,武田康祐,越後谷裕介,梁瀬 徹,村田浩一,佐藤雪太.
国内のヌカカ類における Haemoproteus 属原虫 DNA の初検出.第 160 回日本獣医学会学術集会（鹿
児島大学,2017 年 9 月 13 日） 
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 216. 小野文菜,山本嶺花,越後谷裕介,村田浩一,佐藤雪太.国内の飼育下ペンギン類における近年の血

液寄生原虫保有状況.第 160 回日本獣医学会学術集会（鹿児島大学,2017 年 9 月 14 日） 

 217. 星 優里香,犬丸瑞枝,飯間裕子,渡辺有希子,齋藤慶輔,越後谷裕介,村田浩一,佐藤雪太.北海道の
希少鳥種における血液寄生原虫保有状況の解明.第 160 回日本獣医学会学術集会（鹿児島大
学,2017 年 9 月 14 日） 

 218. 越後谷裕介, 中村昭則, 永田哲也, 浦澤延幸, Kenji R. Lim, Nhu Triu, 倉岡睦季, Hong M.Moulton,
佐藤雪太,青木吉嗣,Ryszard Kole,武田伸一,横田俊文.筋ジストロフィーモデル犬の心機能に対す
るペプチド抱合型モルフォリノ介在性マルチエクソン・スキッピングの治療効果.第 160 回日本
獣医学会学術集会（鹿児島大学,2017 年 9 月 14 日） 

 219. 牧野幾子,阿部仁一郎,佐藤雪太.クリプトスポリジウム症が疑われたオオフクロウの一例.第 160

回日本獣医学会学術集会（鹿児島大学,2017 年 9 月 15 日） 

 220. 工藤健仁,中須秋音,越後谷裕介,磯部 尚,佐藤雪太.鶏マラリア原虫（Plasmodium gallinaceum）の
Merozoite Surface Protein 1 mRNA 発現動態.第 77 回日本寄生虫学会東日本支部大会 （ユニコム
プラザさがみはら,2017 年 11 月 3 日） 

 221. Sato S, Kabeya H, Yoshino A, Sekine W, Yamaguchi M, Mitarai T, Okamoto M, Somura H, Yasutomi M, 

Suzuki K, Tamate BH, Morimitsu Y, Chomel BB, and Maruyama S. Prevalence and genetic analysis of 

Bartonella quintana in wild Japanese macaques (Macaca fuscata) in Japan. The 8th International 

Conference on Bartonella Emerging Pathogens (Beijing, China, October10-13, 2017)  

 222. 壁谷英則、佐藤真伍、黒田恵美、杉山 広、朝倉 宏、丸山総一. わが国の野生鳥獣食肉処理施設
で処理された鹿肉と猪肉の衛生評価．壁谷英則，平成 29 年度日本獣医師会獣医学術学会年次大
会（別府国際コンベンションセンター, 2018 年 2 月 10-12 日，） 

 223. 佐藤真伍． わが国の野生動物が保有するバルトネラとその遺伝的多様性．平成 29 年度日本獣
医師会獣医学術学会年次大会（別府国際コンベンションセンター，2018 年 2 月 10-12 日） 

 224. 鍋島 圭，佐藤真伍，壁谷英則，野上貞雄，大井誠明，丸山総一．わが国の飼育犬、野犬および
収容犬における Brucella canis 抗体の保有状況．平成 29 年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会
（別府国際コンベンションセンター，2018 年 2 月 10-12 日）  

 225. 佐藤真伍，壁谷英則，福留祐香，西岡絵夢，渡邊明音，山海 直，高野淳一朗，岡本宗裕，丸山
総一． わが国の研究用サルにおける Bartonella quintana 保有状況と分離株の遺伝子性状．第 161

回日本獣医学会学術集会（つくば国際会議場，2018 年 9 月 11-13 日）  

 226. 林 慶, 杉澤里菜子, 谷口裕二, 齋藤大蔵, 柳井徳麿, Tatiana Batanoba, 松本 淳, 鬼頭克也, 高島康
弘. Mesocestoides vogae テトラチリジウムの宿主小腸壁穿孔メカニズムの解明. 第 87 回日本寄生
虫学会大会（国立国際医療センター, 2018 年 3 月 17 日） 

 227. 小嶋宗明, 高橋雅弘, 松本 淳. 気管内に多数の炎症性肉芽腫の形成が見られた猫の肺吸虫症の１
例. 平成 29 年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会（別府国際コンベンションセンター, 2018 年
2 月 11 日） 

 228. 松本 淳. エキノコックス症対策における獣医師の役割. 平成 29 年度日本獣医師会獣医学術学会
年次大会（別府国際コンベンションセンター, 2018 年 2 月 10 日） 

 229. 林 慶, 杉澤里菜子, 柳井徳麿, 松本 淳, 鬼頭克也, 高島康弘. 宿主体内における Mesocestoides 

vogae テトラチリジウムの移行動態の解析. 第 160 回日本獣医学会学術集会（鹿児島大学, 2017

年 9 月 13 日） 

230. 田中優美, 樫出拓哉, 山谷吉樹, 亘 敏広, 松本 淳. 国内飼養犬への Mesocestoides vogae（syn. M. 

corti）寄生例について. 第 160 回日本獣医学会学術集会（鹿児島大学, 2017 年 9 月 13 日） 

 231. 今里裕平, 中尾 亮, 入江隆夫, 孝口裕一, 松本 淳, 八木欣平, 片倉 賢. Echinococcus multilocularis 

根室株の虫卵感染マウスにおけるマイクロ RNA 解析. 第 86 回日本寄生虫学会大会（北海道大学, 

2017 年 5 月 29 日） 

 232. 加納 塁. プロトテカ症-微細藻類による感染. 第 61 回日本医真菌学会総会 (ホテル金沢, 2017 年
10 月 1 日) 

 233. 横田真樹, 狩谷尚輝, 加納 塁, 鎌田 寛. 異なる培地における Microsporum canis の大分生子産生
能について. 第 21 回日本獣医皮膚科学会学術大会・総会 (大宮ソニックシティ,  2018 年 3 月 11

日) 

 234. 木庭猟達, 植村幸希奈,二村あすか,弓桁洋,遠矢幸伸.炎症性サイトカインを誘導するネコカリシウ
イルスの原因遺伝子の同定.第 160 回日本獣医学会学術集会（鹿児島大学,2017 年 9 月 15 日）  

 235. 奈良﨑孝一郎, 奈良﨑和孝, 大西秀吾, 木庭猟達, 遠矢幸伸. 天草諸島のイノシシにおける豚コブ
ウイルスの分子疫学的調査.第 66 回九州地区獣医師大会（沖縄コンベンションセンター,2017 年
10 月 15 日） 

 236. 木庭猟達, 植村幸希奈, 二村あすか, 弓桁 洋, 遠矢幸伸.ネコカリシウイルスの p76 に保存されて
いるプロテアーゼ領域は炎症性サイトカインを誘導する.第 65 回日本ウイルス学会学術集会（大
阪国際会議場,2017 年 10 月 25 日） 
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 237. 明主 光・岩佐真宏．ヒメネズミ Apodemus argenteus の B 染色体の保有率と性状について．染色

体学会第 68 回年会.（広島大学,2017 年 10 月 5-7 日） 

 

平成 30 年度（2018 年 4 月 1 日～2019 年 3 月 31 日） 

 238. 横森多夢, 戸崎晃明 , 三田宇宙, 三宅 武, 栫 裕永, 小林由紀, 伊藤琢也, 草野寛一. サラブレッ
ドにおける額部旋毛の位置および数の遺伝率推定. 日本ウマ科学会 第 31 回学術集会 （国際フ
ァッションセンター, 2018 年 12 月 3 日） 

 239. 小林由紀. 分子進化解析から見えてくるインフルエンザウイルスの感染戦略. 第 41 回日本分子生
物学会年会 （パシフィコ横浜, 11 月 28 日） 

 240. 向井八尋, 堀江真行, 小林由紀, 小嶋将平, 前田健, 朝長啓造. ユビナガコウモリに内在するボル
ナウイルス由来遺伝子は潜在的に機能性 RNA 結合タンパク質をコードする. 第 41 回日本分子生
物学会年会 （パシフィコ横浜, 11 月 30 日） 

 241. 小林由紀, 鈴木善幸. A 型インフルエンザウイルスのヘマグルチニン電荷の進化. 日本遺伝学会  

第 90 回大会 （奈良先端科学技術大学, 2018 年 9 月 21 日） 

 242. 青柳皓大,瀬川太雄,鈴木美和, 岩田秀一,澤 修作,加来雅人,駒場昌幸,小林由紀,伊藤琢也. バン
ドウイルカから分離された腸内定着性に優れた乳酸菌の探索. 第 24 回日本野生動物医学会 （大
阪府立大学りんくうキャンパス, 2018 年 9 月 1 日） 

 243. 小林由紀, 鈴木善幸. アフリカ獣上目動物におけるボルナウイルス由来エレメントの蛋白質機能. 

日本進化学会  第 20 回大会 （東京大学駒場キャンパス, 2018 年 8 月 23 日） 

 244. 鈴木亮彦, 瀬川太雄, 澤修作, 西谷知佳, 植田啓一, 伊藤琢也, 朝比奈 潔, 鈴木美和. 国内飼育下
バンドウイルカの腸内細菌叢の解析. 日本微生物生態学会 第 32 回大会 （沖縄コンベンションセ
ンター, 2018 年 7 月 12 日） 

* 245. Chia-Jung Chang,舛廣善和,難波亜紀,間野伸宏,片倉文彦,森友忠昭.Using cell penetrating peptide 

for intracellular delivery of Edwardsiella tarda OmpA and study the immune response in Carassius 

auratus langsdorfii and Carassius auratus.日本魚病学会春季大会（東京大学,2019 年 3 月 2 日） 

 246. 岡野雅春,宮前二朗,鈴木進悟,片倉文彦,西谷広平,森友忠昭,椎名隆.末梢血に発現するネコ MHC

クラスⅠ遺伝子の同定.第 27 回日本組織適合性学会大会（まつもと市民・芸術館,2018 年 9 月 21-23

日） 

 247. 宮前二朗,八木勇人,岡野雅春,片倉文彦,中山智宏,椎名隆,森友忠昭.イヌの混合リンパ球反応に
おけるアロ反応性 T 細胞増殖の定量および定性.第 161 回日本獣医学会学術集会（つくば国際会
議場,2018 年 9 月 11-13 日） 

 248. 安田拓央,杉山まどか,金澤朋子,森友忠昭,恒川直樹.ブタ精巣組織を用いた in vitro 精子発生の試
み.第 161 回日本獣医学会学術集会（つくば国際会議場,2018 年 9 月 11-13 日） 

 249. 岡野雅春,宮前二朗,鈴木進悟,片倉文彦,西谷広平,森友忠昭,椎名隆.ネコMHCクラス II遺伝子の
RNA発現解析およびハプロタイプ推定.日本哺乳類学会 2018年度大会（信州大学,2018年 9月 7-10

日） 

 250. 宮前二朗,岡野雅春,片倉文彦,森友忠昭,椎名隆.イヌ MHC クラス I 領域に位置する新規構造多型
生成の分子機序の解明.日本比較免疫学会第 30 回学術集会（日本大学,2018 年 8 月 21 日） 

 251. 相川未沙,岡野雅春,宮前二朗,西谷広平,片倉文彦,森友忠昭.ダイレクトシークエンス法および
サブクローニング法によるネコ MHC class II 遺伝子(FLA-DRB)の塩基配列の決定.日本比較免疫
学会第 30 回学術集会（日本大学,2018 年 8 月 21 日） 

 252. 岡野雅春,宮前二朗,西谷広平,片倉文彦,森友忠昭.末梢血に発現するネコ MHC クラスⅠ遺伝子
の同定および多型解析.日本比較免疫学会第 30 回学術集会（日本大学,2018 年 8 月 21 日） 

 253. 西谷広平,片倉文彦,宮前二朗,岡野雅春,森友忠昭.コイ Kit ligand a は造血前駆細胞の増殖・維持
を促す.日本比較免疫学会第 30 回学術集会（日本大学,2018 年 8 月 20 日） 

 254. 澤田真衣,西谷広平 ,岡野雅春 ,宮前二朗 ,Johannes M Dijkstra,片倉文彦 ,森友忠昭.コイ
interleukin-5 様分子の同定および機能解析.日本比較免疫学会第 30 回学術集会（日本大学,2018 年
8 月 20 日） 

 255. Katakura F, Nishiya K, Wentzel AS, Hino E, Miyamae J, Okano M, Wiegertjes GF, Moritomo T. Paralogs 

of carp granulocyte colony-stimulating factor (G-CSF) have different functions with regard to 

development, trafficking and activation of neutrophils. 14th Congress of the International Society of 

Developmental & Comparative Immunology (Santa Fe, NM, USA, June 17-21, 2018) 

 256. Miyamae J, Yagi H, Okano M, Katakura F, Shiina T, Moritomo T. Quantification and characterization of 

allo-reactive T cells in dog. 14th Congress of the International Society of Developmental & Comparative 

Immunology (Santa Fe, NM, USA, June 17-21, 2018) 
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 257. Nishiya K, Katakura F, Miyamae J, Okano M, Moritomo T. Identification of neutrophilic progenitors 

using a colony assay system in the presence of recombinant carp granulocyte colony-stimulating factor 

paralogs. 14th Congress of the International Society of Developmental & Comparative Immunology (Santa 

Fe, NM, USA, June 17-21, 2018) 

 258. Okano M, Miyamae J, Katakura F, Shiina T, Moritomo T. Characterization of MHC-DRB gene alleles and 

haplotypes in domestic cat (Felis catus) by the Ion PGM semiconductor sequencer. 14th Congress of the 

International Society of Developmental & Comparative Immunology (Santa Fe, NM, USA, June 17-21, 

2018) 

* 259. 蜂屋佑磨, 木村久美子, 小熊圭祐, 大野真美子, 堀北哲也, 泉對 博.牛フォーミーウイルスの分離
と分離農場における抗体保有状況の調査.第 161 回日本獣医学会学術集会（つくば国際会議所,2018

年 9 月 11 日） 

 260. 阿野貴弘, 佐藤詩織, Ariunbold Gantulga, 蜂屋佑磨, 小熊圭祐, 大野真美子, 堀北哲也, 泉對 博. 

牛ヘルペスウイルス 4 型（BoHV-4）の抗体検査法の検討.第 161 回日本獣医学会学術集会（つく
ば国際会議所,2018 年 9 月 11 日） 

* 261. 小田切友葉 , 村上晋 , 石田大歩 , 目型博久 , 乗峰潤三 , Simenew Keskes Melaku,Boldbaatar 

Bazartseren, 上間亜希子, 泉對 博, 堀本泰介.ヒトコブラクダは D 型インフルエンザウイルスの自
然宿主である？第 161 回日本獣医学会学術集会（つくば国際会議所,2018 年 9 月 11 日） 

* 262. 寺道拓郎, 福士秀悦, 蜂屋佑磨, 小熊圭祐, 泉對 博. エチオピアの同居家畜間における中東呼吸
器症候群(MERS- CoV)抗体保有状況.第 161 回日本獣医学会学術集会（つくば国際会議所,2018 年 9

月 11 日） 

* 263. 坂本晏澄香, 小熊圭祐, 泉對 博. 地方病性牛白血病の腫瘍細胞における牛白血病ウイルスのゲノ
ム欠損.第 161 回日本獣医学会学術集会（つくば国際会議所,2018 年 9 月 11 日） 

* 264. Kazuya Shirato, Simenew Keskes Melaku, Kengo Kawachi, Nagaonri Nao, Shutoku Matsuyama, Wataru 

Kamitani, Tessema Sisay Tefaye, Hiroshi Sentsui.Characterization of Middle East Respiratory Syndrome 

coronavirus in dromedary camels in Ethiopia.第 66 回日本ウイルス学会学術集会（京都テルサ,2018 年
10 月 28-30 日） 

 265. 犬丸瑞枝, 山本嶺花, 清水美沙, 越後谷裕介, 村田浩一, 佐藤雪太. 国内の飼育下ペンギンにおけ
る血液寄生原虫保有状況および感染サイクルの解明.第 24 回日本野生動物医学会大会（大阪府立
大学,2018 年 9 月 1 日） 

 266. 子安美紀, 大塚 靖, 肴倉孝明, 越後谷裕介, 佐藤雪太. 国内のブユにおける病原体保有状況の解
明.第 161 回日本獣医学会学術集会（つくば国際会議場,2018 年 9 月 11 日） 

 267. 越後谷裕介, Joshua Lee, Merryl Rodrigues, Lim RQ. Kenji, 永田哲也, 谷端 淳,深田宗一朗, 佐藤雪
太, 青木吉嗣, 武田伸一, 横田俊文. 筋ジストロフィーモデルマウスにおける復帰突然変異ジス
トロフィン陽性筋線維の発現変化.第 161 回日本獣医学会学術集会（つくば国際会議場,2018 年 9

月 12 日） 

 268. 冨田あおい, 津田良夫 ,越後谷裕介, 佐藤雪太.徳島県の蚊における犬糸状虫（フィラリア）保有
状況について.第 161 回日本獣医学会学術集会（つくば国際会議場,2018 年 9 月 12 日） 

 269. 澤野一樹,橋本将直,越後谷裕介,佐藤雪太.大学附属農場・演習林における病原体媒介蚊の疫学調査.

第 161 回日本獣医学会学術集会（つくば国際会議場,2018 年 9 月 12 日） 

 270. 山本嶺花, 清水美紗, 犬丸瑞枝, 越後谷裕介, 佐藤雪太. 国内の飼育下ペンギン類における近年の
血液寄生原虫保有状況（続報）.第 161 回日本獣医学会学術集会（つくば国際会議場,2018 年 9 月
13 日） 

 271. 川向一子, 犬丸瑞枝, 鈴木桃香, 越後谷裕介, 佐藤雪太.付属演習林に生息する野鳥における血液
寄生原虫の感染動態の解明.第 161 回日本獣医学会学術集会（つくば国際会議場,2018 年 9 月 13 日） 

 272. 佐藤雪太.ペンギンと鳥マラリア －意外に身近なベクター媒介性感染症－.第 18 回ペンギン飼育
技術研究会.（東京都江戸川区総合文化センター,2019 年 2 月 25 日）招待講演 

 273. Echigoya, Y. Distinguished lecture “Preclinical development of exon skipping therapy using antisense 

oligonucleotides in large animal models of Duchenne muscular dystrophy”. The 1st Joint Meeting of 

Veterinary Science in East Asia (Seoul National University, Seoul, Korea, May 10, 2018). 

* 274. Inumaru M, Sato Y. Prevalence of avian haemosporidia among injured wild birds in Northern and Eastern 

Japan. 27th International Ornithology Conference (Vancouver, Canada 2018) 

 275. Inumaru M, Yamamoto M, Shimizu M, Echigoya Y, Murata K, Sato Y. Difficulties of ex-situ conservation: 

avian haemosporidia among captive penguins in Japan. The 4th International Conference on Malaria and 

Related Haemosporidian Parasites of Wildlife (Beijing, China, November 1-5, 2018) 

 276. Nabeshima K, Sato S, Kabeya H, Amano M, and Maruyama S. Prevalence and genetic diversity of 

Bartonella species in northern bats and its ectoparasites in Japan. 14th International Conference on 

Molecular Epidemiology and Evolutionary Genetics of Infectious Diseases (Sitges, Spain, November 6-9, 

2018)  
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 277. 鍋島 圭，佐藤真伍，壁谷英則，丸山総一．わが国のキタクビワコウモリにおける Bartonella の

保有状況と分離株の遺伝的多様性．第 161 回日本獣医学会学術集会（つくば国際会議場，2018 年
9 月 11-13 日）  

 278. 田中温奈，池田 碧，佐藤真伍，丸山総一，朝倉 宏，杉山 広，高井伸二，壁谷英則． わが
国の野生鳥獣肉処理施設で処理された枝肉の衛生評価．第 161 回日本獣医学会学術集会（つくば
国際会議場，2018 年 9 月 11-13 日）  

 279. 内海優子，藤本 翼，佐藤真伍，丸山総一，奈良崎孝一郎，奈良崎和孝，鶴田 忠，横山栄二，
朝倉 宏，杉山 広，高井伸二，壁谷英則．わが国の鹿・猪における志賀毒素産生大腸菌の保菌
状況および O157 分離株の全ゲノム解析．第 161 回日本獣医学会学術集会（つくば国際会議場，
2018 年 9 月 11-13 日） 

 280. 井口純、壁谷英則、ほか 野生シカとヒトから分離される腸管出血性大腸菌 O146 の関係 第 39

回日本食品微生物学会（大阪市立大学杉本キャンパス 2018 年 9 月 27-28 日） 

 281. 鍋島 圭，佐藤真伍，天野むらさき，壁谷英則，丸山総一．キタクビワコウモリにおける Bartonella

属菌のベクターの検討．第 18 回 人と動物の共通感染症研究会学術集会（国立感染症研究所，2018

年 10 月 20 日） 

 282. 井口 純, 壁谷英則, ほか ニホンジカから分離される腸管出血性大腸菌 O146 のゲノム解析 第
22 回腸管出血性大腸菌感染症研究会（国立感染症研究所 2018 年 11 月 8-9 日） 

 283. 鍋島 圭，佐藤真伍，壁谷英則，丸山総一． わが国のキタクビワコウモリにおける Bartonella の
保有状況と分離株の遺伝子解析．平成 30 年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会（新横浜プリ
ンスホテル，2019 年 2 月 8-10 日） 

 284. 森田聡志，内海優子，藤本 翼，佐藤真伍，丸山総一，奈良崎孝一郎，奈良崎和孝，鶴田 忠，高
井伸二，壁谷英則． わが国の鹿・猪における志賀毒素産生大腸菌 O157 の保菌状況と分離株の
全ゲノム解析．平成 30 年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会（新横浜プリンスホテル，2019

年 2 月 8-10 日） 

 285. 井口 純, 壁谷英則, ほか ニホンジカから分離される腸管出血性大腸菌 O146 のゲノム解析 第
13 回日本ゲノム微生物学会（首都大学東京，2019 年 3 月 6-8 日） 

* 286. 増田  絢 , 和田みなみ , 普和裕惟 , 山崎文晶 , 松本  淳 . 神奈川県のクリハラリスにおける 

Cryptosporidium ubiquitum 保有状況. 第 88 回日本寄生虫学会大会（長崎大学, 2019 年 3 月 15 日） 

 287. 松本 淳. エキノコックスとの遭遇に備えて 〜知っておくべき 大切なポイント〜. 第 15 回日本
獣医内科学アカデミー学術大会（パシフィコ横浜, 2019 年 2 月 15 日） 

 288. 和田みなみ,普和裕惟,増田 絢,松本 淳. 神奈川県の野生タイワンリスにおける人獣共通寄生原虫
の保有状況. 平成 30 年度獣医臨床寄生虫学研究会研究例会（東京大学, 2018 年 12 月 2 日） 

 289. 増田 絢, 大滝 忠利, 住吉 俊亮, 松本 淳. 神奈川県内の牧場飼養牛におけるブラストシスティ
ス保有状況. 第 161 回日本獣医学会学術集会（つくば国際会議場, 2018 年 9 月 11 日） 

 290. 加納 塁. 動物の真菌症から分離される真菌と耐性について. 第 62 回日本医真菌学会総会 (大手
町サンケイプラザ,  2018 年 9 月 9 日) 

 291. Ariumi Y, Siddiqui R, Ueno M, Nasser H, Koba R, Bhuyan F, Noyori O, Yasuda-Inoue M, Hishiki T, 

Sukegawa S, Miyagi E, Strebel K, Matsushita S, Shimotohno K, Suzu S. Apolipoprotein E is an 

HIV-1-inducible inhibitor of viral production and infectivity in macrophages. 第 66 回日本ウイルス学会
学術集会（京都テレサ, 2018 年 10 月 28 日） 

 292. 関口 佳, 木庭猟達, 遠矢幸伸. カリシウイルスのプロテアーゼは TNF-α の発現を誘導する.平成
30 年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会（新横浜プリンスホテル,2019 年 2 月 9 日） 

 293. 関口 佳, 木庭猟達, 遠矢幸伸. カリシウイルスのプロテアーゼの TNF-α 誘導能に関する研究.第 3

回獣医微生物学フォーラム（東京大学, 2019 年 3 月 2 日） 

 294. 明主 光・岩佐真宏.異なる系統に由来する日本産ハツカネズミにおける尾椎形態の比較．日本哺
乳類学会 2018 年度大会.（信州大学, 2018 年 9 月 7-10 日） 

* 295. 相澤（小峯）志保子,Jiansheng Jiang,松尾和浩,Lisa F. Boyd,David H. Margulies,本多三男. 組換え BCG

ワクチンによる抗酸菌特異的免疫の誘導と結核防御効果. 第 88 回実験結核研究会 （大阪府結核
予防会.2018 年 6 月.22 日） 

* 296. Shihoko Komine-Aizawa, Satoru Mizuno, Satoshi Hayakawa, Kazuhiro Matsuo, Mitsuo Honda. Induction 

of antigen 85B-specific CD8+ T cells by recombinant BCG protects against mycobacterial infection. 第 47

回日本免疫学会総会・学術集会 （福岡国際会議，2018 年 12 月 10-12 日） 

 
 

 

※プロジェクトメンバー鈴木由紀に関しまして、論文、学会発表等は旧姓（小林）で発表させて頂いております。 

 

 



（様式 2） 

 

法人番号 131075 

プロジェクト番号 S1491007 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

【公開シンポジウム】 
平成 26 年度：「感染症／生態系監視ネットワークの構築」（平成 26 年 12 月 12-13 日） 

講師：国内招へい講師 7 名 

平成 27 年度：「話題の感染症を科学する」（平成 27 年 12 月 11-12 日） 

講師：国内招へい講師 7 名 

平成 28 年度：「感染症へ挑戦する若手研究者達」（平成 28 年 12 月 2-3 日） 

講師：国内招へい講師 6 名、海外招へい講師 1 名 

平成 29 年度：「食の安全を守る－食品由来感染症のリスクと制御－」（平成 29 年 12 月 8-9 日） 

講師：国内招へい講師 7 名 

平成 30 年度： 

   「One Health の実践に向けて－次世代研究者と国際協力による感染症制御への挑戦―」 

                                   （平成 30 年 11 月 30-12 月 1 日） 

講師：国内招へい講師 4 名 

 

【動物医科学研究センターセミナー】 
平成 26 年度 

第1回 「ゲノム解析から明らかにするウイルスの病原性獲得のメカニズム」（平成26年5月13日） 

講師：鈴木 由紀（日本大学生物資源科学部 獣医衛生学研究室 助教） 

第2回 「海生ほ乳類の絶食とその機構」（平成26年6月10日） 

講師：鈴木 美和（日本大学生物資源科学部 海洋生物生理学研究室 准教授） 

第3回 「発がんにおける炎症反応の役割」（平成26年7月8日） 

講師：小熊 圭祐 先生（日本大学生物資源科学部 獣医伝染病学研究室 助教） 

第4回 「難培養魚類病原体に対するワクチン開発」（平成26年9月16日） 

講師：松山 知正（増養殖研究所 病害防除部健康管理グループ） 

第5回 「感染症対策における量的研究の重要性」（平成26年10月14日） 

講師：横山 栄二（千葉県衛生研究所） 

第6回 「日本・アジアにおける市販食品の微生物汚染実態、および食品由来感染症の発生状況」 

（平成26年11月11日） 

講師：森田 幸雄（東京家政大学家政学部栄養学科 教授） 

第7回 「野生動物と生態系を守る新たな一手を求めて」（平成26年12月9日） 

講師：三谷 奈保（日本大学生物資源科学部 生物環境工学科 助教） 

第8回 「国の”ちから”を強くする獣医学教育」（平成27年1月13日） 

講師：Dr.Jumpei Kimura（国立ソウル大学獣医学部 教授） 

第9回 「ヒトと動物のインフルエンザ」（平成27年2月10日） 

講師：堀本 泰介（東京大学大学院農学生命科学研究科 准教授） 

第10回 「新たなCD8T細胞集団を誘導する組み換えBCGワクチン～多剤耐性結核の制御を目指して～」 

（平成27年3月10日） 

講師：早川 智（日本大学医学部 病態病理学系微生物学分野 教授） 

※特別セミナー（日本大学生物資源科学部 国際地域研究所共催） 

「ウガンダ共和国における乳房炎の制御と牛乳衛生 

Mastitis control and milking hygiene in Uganda。」（平成26年9月30日） 

講師：Mr. Steven Kakooza（マケレレ大学獣医学部中央診断ラボ・ラボテクニシャン） 
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平成27年度 

第1回 「野生鳥獣肉の衛生管理に関する指針の策定について」（平成27年5月12日） 

講師：小西 豊（厚生労働省医薬食品局食品安全部監視安全課） 

第2回 「食としての野生動物肉“シビエ”の課題 野生鳥獣由来肉の安全性確保に関する研究」 

（平成27年6月2日） 

講師：高井 伸二（北里大学獣医学部獣医衛生学教室） 

第3回 「野生鳥獣による農作物被害対策と資源化の関係～動物と人の行動学～」（平成２７年７月１４日） 

講師：江口 祐輔 先生（近畿中国四国農業研究センター 畜産草地・鳥獣害研究領域） 

第4回 「動物における自然発症アレルギー疾患について～スギ花粉症を中心に～」（平成２７年９月１５日）  

講師：阪口 雅弘（麻布大学獣医学部獣医学科微生物第１研究室 教授） 

第5回 「気管支喘息などのアレルギー性疾患をおこす病原性記憶Th2細胞」（平成２７年１０月６日） 

講師：平原 潔（千葉大学大学院医学研究院先進気道アレルギー学寄附講座 准教授） 

第6回 「中東呼吸器症候群（MERS）とは何か」（平成27年11月10日） 

講師：白戸 憲也（国立感染症研究所ウイルス第三部 主任研究官） 

第7回 「鯨類の感染症（検査・治療・技術開発）」（平成27年12月8日） 

講師：柳澤 牧央（沖縄美ら海水族館 獣医師） 

第8回 「ウイルスの分子進化解析からわかること」（平成28年1月12日） 

講師：鈴木 善幸（名古屋市立大学大学院システム自然科学研究科 教授） 

第9回 「食肉流通と人獣共通感染症」（平成28年2月9日） 

講師：松尾 加代子（岐阜県食肉衛生検査所／岐阜大学応用生物科学部 客員准教授） 

※特別セミナー（日本大学生物資源科学部 国際地域研究所共催） 

「欧州における鳥類血液寄生原虫の生態学 

Ecology of avian malaria and related blood parasites in Europe」（平成27年6月22日） 

講師： Dr. Olof Hellgren（ルンド大学生物学部・研究員） 

※特別セミナー（日本大学獣医学研究科共催） 

「Rabies update（最近の狂犬病の話題）」（平成27年10月9日） 

講師：Dr. Bruno B. Chomel （カリフォルニア大学デイビス校 教授） 

 

平成28年度 

第1回 「先端医科学研究における霊長類の役割」（平成28年5月10日） 

演者 山海 直（医薬基盤･健康･栄養研究所 霊長類医科学研究センター） 

第2回 「インフルエンザウイルスの生残メカニズム：ゲノム分節の選択的認識がゲノム構築を保証する」 

（平成28年6月14日） 

演者：五藤 秀男（岐阜大学応用生物科学部 人獣共通感染症研究所） 

第3回 「外来種を含む野生動物の食中毒菌と薬剤耐性菌の保有状況」（平成28年7月14日） 

演者：炭山 大輔（日本大学生物資源科学部 くらしの生物学科 助教） 

第4回 「遺伝育種学的アプローチによる海産養殖魚の感染症防除」（平成28年9月13日） 

演者：澤山 英太郎（愛媛大学大学院連合農学研究科・特別研究員） 

第5回 「抑制受容体によるTリンパ球の制御」（平成28年10月11日） 

演者：竹馬 俊介（慶応大学医学部 微生物免疫学教室 講師） 

第6回 「海外病としての豚繁殖・呼吸障害症候群に迫る」（平成28年11月8日） 

演者：井関 博（国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 動物衛生研究部門 

主任研究員） 
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第7回 「希少種保全のための野生化イエネコ対策 奄美大島と徳之島の問題」（平成28年12月13日） 

演者：山田 文雄（森林総合研究所 野生動物研究領域鳥獣生態研究室 室長） 

第8回 「ウイルスの複製を選択的に阻害する化合物の探索－逆化学遺伝学的アプローチ－」 

（平成29年1月17日） 

演者：小川 健司（理化学研究所 創薬シード化合物探索基盤ユニット 専任研究員） 

第9回 「腸内細菌による宿主細胞の機能調節」（平成29年2月14日） 

演者：髙橋 恭子（日本大学生物資源科学部 応用生物科学科 准教授） 

 

平成29年度 

第1回 「研究成果の発信力-野生動物の感染症研究を例に‐」（平成29年5月9日） 

演者 佐藤 雪太（日本大学生物資源科学部 獣医学科 教授） 

第2回 「質量分析イメージングによる低分子代謝物の可視化」（平成29年6月13日） 

演者：井上 菜穂子（日本大学生物資源科学部 海洋生物資源科学科 専任講師） 

第3回 「フグは毒を何に使うのか？その毒はどこから獲得するのか？」（平成29年7月11日） 

演者：糸井 史朗（日本大学生物資源科学部 海洋生物資源科学科 准教授） 

第4回 「研究の進展で見えてきたノロウイルスの本当の姿」（平成29年9月19日） 

演者：片山 和彦（北里大学 北里生命科学研究所 教授） 

第5回 「新興再興人獣共通ウイルス感染症－ニパウイルス感染症‐」（平成29年10月10日） 

演者：甲斐 知惠子（東京大学医科学研究所 実験動物研究施設部門 教授） 

第6回 「病原大腸菌の研究・検査におけるゲノム情報の利用」（平成29年11月14日） 

演者：井口 純（宮崎大学農学部 畜産草地科学科 准教授） 

第7回 「幼虫移行症：トキソカラ幼虫の移行動態と感染力」（平成29年12月19日） 

演者：平 健介（麻布大学獣医学部 寄生虫学研究室 准教授） 

第8回 「～野生動物問題と獣医学～保護から管理へ、研究成果を現場問題に役立てる」（平成30年1月9日）  

演者：森光 由樹（兵庫県立大学 自然・環境科学研究所/兵庫県森林動物研究センター准教授）  

第9回 「ヨーネ病清浄化への取り組み」（平成30年2月13日） 

演者：永田 礼子（農業・食品産業技術総合研究機構  動物衛生研究部門  細菌・寄生虫研究領域  主任研究員） 

 

平成30年度 

第1回 「細菌から見るイルカの健康管理と疾病予防－イルカを次の世代へ－」（平成30年5月15日） 

演者 瀬川 太雄（三重大学大学院生物資源学研究科 附属鯨類研究センター 特別研究員） 

第2回 「アルツハイマー病研究の現状と課題」（平成30年6月12日） 

演者：細野 崇（日本大学生物資源科学部 生命化学科 専任講師） 

第3回 「サルベータレトロウイルスによるニホンザル血小板減少症」（平成30年7月10日） 

演者：宮沢 孝幸（京都大学 ウイルス・再生医科学研究所 ウイルス共進化分野 准教授） 

第4回 「インフルエンザウイルスの宿主への適応戦略」（平成30年9月18日） 

演者：渡邉 登喜子（東京大学医科学研究所 感染・免疫部門 特任准教授） 

第5回 「国立環境研究所が推進する感染症の生態学的研究〜カエルツボカビからマダニ媒介感染症まで」 

     （平成30年10月9日） 

演者：五箇 公一（国立環境研究所 生態リスク評価・対策研究室 室長） 

第6回 「ゲノムから見る豚丹毒菌の進化と病原性」（平成30年11月13日） 

演者：下地 善弘（農研機構 動物衛生研究部門 細菌・寄生虫研究領域長） 
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第7回 「高速シーケンス技術のベクター媒介性人獣共通感染症研究への応用」（平成30年12月18日） 

演者：中尾 亮（北海道大学大学院獣医学研究院・獣医学部 病原制御学分野 准教授） 

第8回 「日本脳炎の媒介蚊」（平成31年1月15日） 

演者：比嘉 由紀子（国立感染症研究所 昆虫医科学部 第一室 室長） 

第9回 「魚類の免疫研究から見る免疫系の普遍性と種特異性」（平成31年2月19日） 

演者：瀧澤 文雄（福井県立大学 海洋生物資源学科 准教授） 

 

【研究成果報告会】 

プロジェクトメンバーによる研究成果報告会および外部評価 

平成26年度 （平成27年3月14日開催）  

外部評価委員：山田俊治（動物衛生研究所）、関崎 勉（東京大学）、村田浩一（日本大学） 

平成27年度 （平成28年3月19日開催）  

外部評価委員：山田俊治（動物衛生研究所）、山海 直（医薬基盤・健康・栄養研究所）、 

山室 裕（日本大学） 

平成28年度 （平成29年3月18日開催）  

外部評価委員：山田俊治（動物衛生研究所）、菊池栄作（農林水産省）、山室 裕（日本大学） 

平成29年度 （平成30年3月17日開催）  

外部評価委員：山田俊治（動物衛生研究所）、菊池栄作（農林水産省）、山室 裕（日本大学） 

平成30年度 （平成31年3月16日開催）  

 ※外部評価委員の招へいなし 

 

【国際共同研究研修】 

 感染症研究に従事している海外の大学・研究機関所属の若手研究者を招へいし、本プロジェクトの研

究グループによる研修を通じ、各種感染症に関わる診断・予防技術を積極的に移転することで、将来的

に各国の感染症研究の中心となり得る人材を育成する。 

また、今後の国際共同研究の進展を図るため、双方による積極的な研究情報を交換することで、新たな

研究課題の創出を目的とする。 

 

平成26年度（平成27年2月23日（月）～28日（土）実施） 

 招へい国：ウガンダ共和国、ブラジル連邦共和国、中華人民共和国、インド共和国、モンゴル国 

 ポーランド共和国、フィリピン共和国、タイ王国 計 8ヶ国10名 

 

平成27年度（平成28年2月29日（月）～3月5日（土）実施） 

 招へい国：ブラジル連邦共和国、中華人民共和国、インド共和国、モンゴル国、 

 エチオピア連邦民主共和国、スペイン国、台湾、ヨルダン王国、マレーシア 計 9ヶ国10名 

 

平成28年度（平成29年2月27日（月）～3月4日（土）実施） 

 招へい国：ペルー共和国、中華人民共和国、オランダ共和国、エチオピア連邦民主共和国、 

 モンゴル国、アメリカ合衆国、カメルーン共和国、台湾 計 8ヶ国8名 

 

平成29年度（平成30年2月26日（月）～3月3日（土）実施） 

 招へい国：ブラジル連邦共和国、ギリシャ共和国、スペイン国、タイ王国、モンゴル国、 

 エチオピア連邦民主共和国、マレーシア 計 7ヶ国11名 
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【若手研究者による研究報告・交流会】 

 プロジェクトＰＤ・ＲＡおよび若手研究者の研究活性化および研究交流を目的とした研究報告会。 

 平成27年度（平成27年8月18日（火）開催） 

 平成28年度（平成28年8月5日（火）開催） 

平成29年度（平成29年8月4日（金）開催） 

 平成30年度（平成30年8月3日（金）開催） 

 

【海外派遣プログラム】 

 本プロジェクトに関連する研究を行っている生物資源科学部の若手教員またはプロジェクトの教員が

指導するＰＤ・RAを、共同研究を行っている海外の大学・研究機関へ派遣して各種研究活動に従事させ

ることにより、研究をさらに進展させるとともに、感染症に関する各種情報を収集することを主たる目的と

する。また、優れた研究結果を国際学会等で発表するための派遣も行い、研究成果の公表に努めること

も目的とする。 

 

平成27年度 

① 派遣者：瀬川太雄（日本大学生物資源科学部・ＰＤ） 

 派遣先：米国サンフランシスコ 2015年12月13日～12月18日 

 学会名：21st Biennial Conference on Marine Mammals、 ポスター発表 

演 題：「Searching of organ-specific micro RNA in bottlenose dolphin（Tursiops truncates）.」 

 

平成28年度 

① 派遣者：中野令（日本大学生物資源科学部・ＰＤ） 

 派遣先：チェコ共和国・プラハ 2016年7月20日～7月26日 

 学会名：第12回国際細胞生物学会  ポスター発表  

演 題： 「 JNK-1 p54 Isoform Regulates MEK/ERK Signaling Pathway 、  Which Contributes 

toInterleukin-1β-induced Cyclooxygenase-2 Expression in Fibroblasts from Synovial 

Membrane」 

 

② 派遣者：片倉文彦（日本大学生物資源科学部・ＰＤ） 

 派遣先：オランダ王国・ヴァーヘニンゲン大学 2016年11月27日～12月11日 

 内 容：共同研究および研究技術交換 

「動物由来感染症制御のための水生動物疾病の診断・予防法の確立」 

 

③ 派遣者：宮澤 龍一郎（日本大学生物資源科学部・ＲＡ） 

 派遣先：オランダ王国・ヴァーヘニンゲン大学 2017年1月16日～1月29日 

 内 容：共同研究および研究技術交換 

「ゼブラフィッシュにおける抗原刺激に伴うＴ細胞サブセットの動態解析」 

 

平成29年度 

① 派遣者：宮前二朗（日本大学生物資源科学部・ＲＡ） 

 派遣先：ドイツ連邦共和国・マンハイム 2017年5月28日～6月4日 

 学会名：31st European Immunogenetics and Histocompatibility Conference  ポスター発表  

      Friedrich-Loeffler Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ 見学および共同研究打合わせ 

演 題：「Identification of two distinct haplotype structures elucidated by polymorphism and gene 

expression analyses in dog leukocyte antigen class Ⅰand Ⅱgenes :DLA-88、DLA-12,DLA-64 

and DLA-DRB1」 
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② 派遣者：宮澤龍一郎（日本大学生物資源科学部・ＲＡ） 

 派遣先：インドネシア共和国・バリ 2017年8月26日～9月3日 

 学会名： 10th Symposium on Diseases in Asian Aquaculture（DAA 10） 口頭発表 

演 題：「Peculiar expression of CD3-epsillon in kidney of ginbuna crucian carp」 

 

③ 派遣者：中野 令（日本大学生物資源科学部・ＰＤ） 

 派遣先：シンガポール共和国 2017年11月13日～11月17日 

 学会名：11th World Congress of Regenerative Medicine & Stem cell 招待講演 

演 題：「Neuronal Differentiation of Mesenchymal Stem Cells(MSCs)and Dedifferentiated Fat  

Cells(DFAT)」 

 

平成30年度 

① 派遣者：岡野雅春（日本大学生物資源科学部・ＲＡ） 

 派遣先：アメリカ合衆国・ニューメキシコ州サンタフェ 2018年6月17日～6月23日 

 学会名：第14回国際比較免疫学会（ISDCI） ポスター発表  

演 題：「Characterization of MHC-DRB gene alleles and haplotypes in domestic cat(Felis catus)by 

the Ion PGM semiconductor sequencer」 

 

② 派遣者：西谷広平（日本大学生物資源科学部・ＲＡ） 

 派遣先：アメリカ合衆国・ニューメキシコ州サンタフェ 2018年6月17日～6月23日 

 学会名：第14回国際比較免疫学会（ISDCI） ポスター発表 

演 題：「Ｉdentification of neutrophilic progenitors using a colony assay system in the presence of 

recombinant carp granulocyte colony-stimulating factor paralogs」 

 

③ 派遣者：犬丸瑞枝（日本大学生物資源科学部・ＲＡ） 

 派遣先：カナダ・バンクーバー 2018年8月16日～8月26日 

 学会名：第27回国際鳥類学会 ポスター発表 （トラベルグラント採択） 

演 題：「Prevalence of avian haemosporidia among injured wild birds in Northern and Eastern Japan」 

 

④ 派遣者：鍋島 圭（日本大学生物資源科学部・ＲＡ） 

 派遣先：スペイン王国・シッチェス 2018年11月5日～11月10日 

 学会名：14th International Conference on Molecular Epidemiology and Evolutionary Genetics of  

      Infectious Diseases  ポスター発表 

演 題：「Prevalence and genetic properties of Bartonella species in northern bats and its 

ectoparasites in Japan.」 

 

【インターネットでの公開状況】 

 日本大学生物資源科学部動物医科学研究センター ホームページ 

 http://hp.brs.nihon-u.ac.jp/~nuverc/index.html 

 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 
動物医科学研究センターセミナーは、戦略事業終了後も継続して実施する。 

 

平成31年度予定 

第1回 「伴侶動物の機能再生を目標としたイヌ体細胞の神経ﾘﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｼｽﾃﾑの開発」 

     （令和元年5月14日） 

演者 中野 令（理化学研究所 生命科学研究センター 細胞機能変換技術研究チーム） 

http://hp.brs.nihon-u.ac.jp/~nuverc/index.html
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第2回 「競走馬の科学～Genetics & Genomics in horses～」（令和元年6月4日） 

演者：戸崎 晃明（公益財団法人競走馬理化学研究所 遺伝子分析部） 

第3回 「脂肪燃焼促進因子としてのアクチビンE」（令和元年7月9日） 

演者：橋本 統（北里大学 獣医学部 獣医学科） 

 

第4回  令和元年9月24日予定 

第5回  令和元年10月8日予定 

第6回  令和元年11月12日予定 

第7回  令和元年12月10日予定 

第8回  令和2年1月14日予定 

第9回  令和2年2月18日予定 

 

 

１４ その他の研究成果等 

＜知的財産権の取得＞ 

1．舛廣善和. タンパク質の安定的発現や分解耐性を可能にするスタビロンタグの開発 

 特願 2015-095480、出願日 2015 年 5 月 8 日 

2．相澤志保子.ペプチド及びその使用 

 特願 2016-103744、出願日 2016 年 5 月 24 日 

3．舛廣善和.平成 27 年度 JST（科学技術振興機構）マッチングプランナー採択（企業ニーズと大学 

 の知財を結びつけ高付加価値のイノベーションを創出するプログラム） 

 「タンパク質の発現向上を可能にするスタビロンモチーフおよびそのモノクローナル抗体の開発」 

4．相澤志保子.特許第 64511933 号 発明の名称 「ワクチン及びプライムブーストワクチン」 

＜新聞掲載＞ 

 中野令（平成 27、28 年度ＰＤ） 

 「猫の関節炎 発症の仕組み解明 人間とは異なるメカニズム」毎日新聞（2016 年 1 月 6 日） 

＜優れた研究成果＞ 
1．松浦雄太.（平成 26、27 年度ＲＡ） 

平成 27 年度笹川科学研究奨励賞（主催：日本科学協会）受賞（2016 年 4 月） 

「ギンブナをモデル動物とした、グランザイムによる魚類特有の細胞傷害機構解明」 

2．佐藤雪太.日本獣医学会賞受賞（第 121 号） （2016 年 9 月） 

「鳥類血液寄生原虫の感染経路の解明と野生動物医学への応用」 

3．中西照幸.平成 28 年度日本魚病学会賞受賞（2017 年 3 月） 

「魚類の特異的免疫機構に関する研究」 

4．中島啓裕. 日本熱帯生態学会・吉良賞受賞(2017 年 6 月) 

「Inventorying medium-and large-sized mammals in the Africa lowland rainforest using camera 

trapping」 

5．小林由紀. 日本獣医学会・奨励賞受賞 (第 85 号) (2017 年 9 月) 

「RNA ウイルスの病原性獲得機構の分子進化学的解明」 

6．越後谷裕介. 日本実験動物医学会・前島賞（2017 年 9 月） 

「筋ジストロフィーモデル犬の心機能に対するペプチド抱合型モルフォリノ介在性マルチエクソン・

スキッピングの治療効果」 

7．細野朗.  日本食品免疫学会・食品免疫学会賞受賞（2017 年 11 月） 

「腸内環境に注目した食品の免疫調節作用」 
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8．中島啓裕.  日本哺乳類学会・奨励賞受賞（2018 年 9 月） 

「小さな窓から世界を覗くー自動撮影カメラが拓く哺乳類研究のフロンティア」 

9. 瀬川太雄.（平成 27、28 年度ＰＤ） 

 第 24 回日本野生動物医学会 優秀口頭発表賞（2018 年 9 月） 

 「胃疾患バンドウイルカから分離された新種ヘリコバクター属細菌」 

10．犬丸瑞枝.（平成 29、30 年度ＲＡ）  

2019 年度 日本学術振興会 特別研究員 DC1 採択（2018 年 12 月） 

「鳥類血液寄生原虫を指標とした越境性感染症の分布動態の解明」 

11．瀬川太雄.（平成 27、28 年度ＰＤ） 

日本学術振興会 特別研究員 PD 採択（研究期間 2017 年度～2019 年度） 

「イルカの早期妊娠診断マーカーの確立と臨床応用に関する研究‐miRNA を指標に‐」 

 

 

＜PD・RA・PA の主な進路先＞ 
・米国ペンシルバニア大学獣医学部・研究員（PD）日本学術振興会海外特別研究員 

・日本大学生物資源科学部獣医学科・専任講師 

・アイデックス ラボラトリーズ株式会社 コンパニオンアニマル 事業部 

・国立研究開発法人水産研究・教育機構 増養殖研究所・研究員 

・三重大学大学院生物資源学研究科 附属鯨類研究センター・日本学術振興会特別研究員（PD） 

・理化学研究所 生命医科学研究センター 細胞機能変換技術研究チーム・基礎科学特別研究員 

・岡山理科大学獣医学部 獣医学科・助教 

・株式会社遺伝子治療研究所 製造開発部門 

・徳島大学医学部 先端酵素学研究所・助教 

・国立国際医療研究センター 国府台病院 肝炎・免疫研究センター 消化器疾患研究部・研究員 

・ドイツ Friedrich-Loeffler-Institut 研究員 
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法人番号 131075 

プロジェクト番号 S1491007 

 

 

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 
 本プロジェクトの構成メンバーでの目的達成においては、研究代表者のリーダーシップが求められ

るため、その点留意願いたい。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
本研究プロジェクトは当初 21 名のプロジェクトメンバーと 25 名の共同研究機関における研究者で

スタートした。この研究プロジェクトを多くの人数で実施するため、研究代表者にはプロジェクトをまと

める強いリーダーシップが求められるのは当然と言える。プロジェクトの主要なメンバーは日本大学

生物資源科学部の教員であることから、常に研究代表者と連携を取りながら、動物由来感染症制

御、国際共同研究、若手研究者育成という主要な 3 つの事業を推進している。 

研究代表者は年度初めに本プロジェクト会議を開催し、その年度の事業内容を決定し、全プロジェ

クトメンバーに周知している。また、研究代表者はプロジェクトの主な事業内容である①毎月開催する

定期セミナー②ＰＤ、ＲＡ、海外派遣者の選考③公開シンポジウム④海外から若手研究者を招へいし

て行う国際共同研修⑤若手研究者の成果中間報告会⑥年度末に行う成果報告会の全てに参加し、

プロジェクトの進捗状況を逐次把握するようにしている。疑問や問題があれば、その場で事業担当者

に質問し、その都度修正をするように努力をしている。 

以上のように、研究代表者はプロジェクト全体の内容を把握し、牽引・推進することで強いリーダー

シップを発揮している。 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 
該当なし 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 
該当なし 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

131075

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

169,791 69,641 0

0

0

239,432

239,432

0

0

46,975

0

0

0

0

49,805

0

0

0

47,170

0

0

0 00 0

0 0

169,791 69,641 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

37,355 9,620

32,611 14,559

35,596 14,209

15,713

0

0

0

42,116

0

平
成
３
０
年
度

研究費

平
成
2
9
年
度

設 備

装 置

設 備

施 設

装 置

研究費

研究費

装 置

設 備

総 計

総

額

装 置

施 設

施 設

装 置

平
成
2
8
年
度

研究費

設 備

研究費

法人番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

プロジェクト番号 S1491007

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

平
成
2
6
年
度

施 設

装 置

0

設 備

施 設

26,576 15,540

設 備

平
成
2
7
年
度

施 設

53,366

0

37,653
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131075法人番号

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

PRISM3100-Avant-200 2 32,508

IX71-22TFL-PH/

SZX12-RFL3-4
1 7,077

365日/年

1

2日/週

20,588

6日/週

平成１６年度

4日/週

P3バイオハザードユニット

6日/週

取扱時
5日/週

（年数回）

5日/週

14,272

私立大学学術高度
化推進事業（学術
フロンティア推進
事業）

1日/週

私立大学学術高度
化推進事業（学術
フロンティア推進
事業）

冷凍冷蔵庫 平成１６年度 冷凍冷蔵庫

（研究設備）

DNAシーケンサ 平成１６年度

私立大学学術高度
化推進事業（学術
フロンティア推進
事業）

P3ユニット 平成１６年度 1 26,421 16,733

私立大学学術高度
化推進事業（学術
フロンティア推進
事業）

2 22,536

フローサイトメ―タ 平成１６年度 FACS Canto 1 20,6644日/週 13,087

5,985 3,790

私立大学学術高度
化推進事業（学術
フロンティア推進
事業）

超高速遠心機 平成１６年度 LE-80K 1 14,847

4,482

PRISM7500-01

滅菌機 平成１６年度 5,397 3,418

私立大学学術高度
化推進事業（学術
フロンティア推進
事業）

パルスフィールド電気泳動装置 平成１６年度
CHEFMapper XAチラーシ

ステム 1 5,250 3,325

私立大学学術高度
化推進事業（学術
フロンティア推進
事業）

私立大学学
術高度化推
進事業（学
術フロン
ティア推進
事業）

平成
16年度動物医科学研究ｾﾝﾀｰ 2,729㎡ 約300人/年 638,691 319,345

補助主体

補助主体

私立大学学術高度
化推進事業（学術
フロンティア推進
事業）

9,403

私立大学学術高度
化推進事業（学術
フロンティア推進
事業）

ZA2V-４E-DX 1

なし

マルチ画像解析システム

リアルタイムPCR装置 平成１６年度

研究室   　　５部屋

機器室　　   ５部屋

実験室関係 １７部

屋
動物飼育関係１１部

屋

その他　   １２部屋

計　５０部屋

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

なし
（研究装置）

研究室等数

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

事業経費

（情報処理関係設備）

整備年度

施　設　の　名　称
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131075法人番号

１８　研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

（千円）
  平成 年度

計 20,193 20,193

ポスト・ドクター 14,785 プロジェクト支援 14,785 学内4人　
研究支援推進経費 1,808 1,808 その他労災等

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 3,600 プロジェクト支援 3,600 学内5人

図　　　　書 0 0
計 4,150 4,150

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 4,150 4,150 次世代シークエンス解析システム用PC、感染動物実験用ラック、他

教育研究経費支出
計 577 577

人件費支出 577 実験動物飼育管理 577 時給　910円，年間時間数　634.5時間　1人
（兼務職員）

計 28,446 28,446

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

修繕費 90 機器修繕費 90 遠心機修理

会議費 54 54

報酬・委託料 8,228 謝金、機器保守費 8,228 講演謝礼金、研究機器保守費、人材派遣委託費

賃借料 0 機器レンタル費用 0

印刷製本費 858 印刷費 858 文献複写料、シンポジウムプログラム印刷代

旅費交通費 3,846 国内外旅費 3,846 セミナー、シンポジウム講師招へい、国際共同研修招へい

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 102 郵便代 102 セミナー、シンポジウム案内郵便代

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 15,268 実験材料 15,268 実験器具、試薬等

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

リサーチ・アシスタント

計 3,345 3,345

1,704
1,440

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

研究支援推進経費 201 201 その他労災等

プロジェクト支援
1,440
1,704

31 31

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

教育研究経費支出

積　　算　　内　　訳

フローサイトメーター修理

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

時給　910円，年間時間数　452時間　1人

28,845

411

セミナー、シンポジウム講師招へい、国際共同研修招へい

講演謝礼金、研究機器保守費、人材派遣委託費
コピー機リース料　2台

4,815

（兼務職員）

5,111

4,404
411

4,404

5,111

5,111

学内1人　

5,111

教育研究用機器備品

学内3人プロジェクト支援

図　　　　書 0 0
マイクロプレートリーダー、蛋白質解析装置、他

実験動物飼育管理

28,845

研究補助

4,815

プロジェクトアソシエート　月額約30万円　2人

機器レンタル費用 1,032
機器修繕費 934

2,991
謝金、機器保守費6,593

郵便代 46

国内外旅費
6,593

526
2,991

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

実験器具、試薬等

支　出　額

実験材料

主　な　使　途

消　耗　品　費

文献複写料、シンポジウムプログラム印刷代

小  科  目

セミナー、シンポジウム案内郵便代

金　　額

16,692

ポスト・ドクター

計

賃借料
報酬・委託料

計

計

人件費支出

印刷製本費
旅費交通費

0
46

1,032
934

雑費

26

修繕費

通信運搬費

16,692

光　熱　水　費

526 印刷費

年　　　度
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131075法人番号

（千円）
  平成 年度

（千円）
  平成 年度

研究支援推進経費 945 945 その他労災等
計 13,327 13,327

学内7人
ポスト・ドクター 7,342 プロジェクト支援 7,342 学内2人　

リサーチ・アシスタント 5,040 プロジェクト支援 5,040

計 4,960 4,960

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

図　　　　書 0 0
教育研究用機器備品 4,960

計 562 562

4,960 ｵｰﾙｲﾝﾜﾝ顕微鏡、解析パソコン

（兼務職員）
教育研究経費支出

計 28,321 28,321

人件費支出 562 実験動物飼育管理 562 930円×291.5時間，970円×300.5時間　1人

修繕費 383 機器修繕費 383 リアルタイムPCR等修理

雑費 167 167 学会参加費、会議費

報酬・委託料 7,245 謝金、機器保守費 7,245 講演謝礼金、研究機器保守費、人材派遣委託費

賃借料 5 機器レンタル費用 5

印刷製本費 908 印刷費 908 文献複写料、シンポジウムプログラム印刷代

旅費交通費 4,579 国内外旅費 4,579 セミナー、シンポジウム講師招へい、国際共同研修招へい

通信運搬費 48 郵便代 48 セミナー、シンポジウム案内郵便代

14,986 実験器具、試薬等

光　熱　水　費 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

14,986 実験材料

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

消　耗　品　費

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

学内5人

計 15,542 15,542

ポスト・ドクター 10,533 プロジェクト支援 10,533 学内3人　
研究支援推進経費 1,409 1,409 その他労災等

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 3,600 プロジェクト支援 3,600

図　　　　書 0 0
計 1,440 1,440

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,440 1,440 CO2インキュベーター、ファイバー光源システム　他

教育研究経費支出
計 4,211 4,211

人件費支出 484 実験動物飼育管理 484 年間時間数910円×263時間，930円×263時間　1人

（兼務職員） 3,727 研究補助 3,727 プロジェクトアソシエート　月額約30万円　　1人

計 28,612 28,612

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

修繕費 564 機器修繕費 564 リアルタイムPCR等修理

雑費 86 86 会議費他

報酬・委託料 6,738 謝金、機器保守費 6,738 講演謝礼金、研究機器保守費、人材派遣委託費

賃借料 0 機器レンタル費用 0

印刷製本費 877 印刷費 877 文献複写料、シンポジウムプログラム印刷代

旅費交通費 3,454 国内外旅費 3,454 セミナー、シンポジウム講師招へい、国際共同研修招へい

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 61 郵便代 61 セミナー、シンポジウム案内郵便代

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 16,832 実験材料 16,832 実験器具、試薬等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 28
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（千円）
  平成 年度

計 14,053 14,053

ポスト・ドクター 5,540 プロジェクト支援 5,540 学内2人　
研究支援推進経費 873 873 その他労災等

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 7,640 プロジェクト支援 7,640 学内10人

図　　　　書 0
計 5,135 5,135

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 5,135 5,135

教育研究経費支出
計 359 359

人件費支出 359 実験動物飼育管理 359 年間時間数970円×260時間，983円×109時間　1人

（兼務職員）

計 27,428 27,428

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

修繕費 2,356 機器修繕費 2,356 超遠心機、冷凍冷蔵室等修理

雑費 218 218 学会参加費、会議費

報酬・委託料 7,250 謝金、機器保守費 7,250 講演謝礼金、研究機器保守費、人材派遣委託費

賃借料 0 機器レンタル費用 0

印刷製本費 655 印刷費 655 文献複写料、シンポジウムプログラム印刷代

旅費交通費 1,318 国内外旅費 1,318 セミナー、シンポジウム講師招へい、若手海外派遣

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 28 郵便代 28 セミナー、シンポジウム案内郵便代

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 15,603 実験材料 15,603 実験器具、試薬等

年　　　度 30

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容


